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The Epitome of James Joyce’s Finnegans Wake I, 4 (75.1~103.11) 

 
Yukio Oshima 

 
Abstract:  I translated into Japanese James Joyce’s Finnegans Wake I.4 (75.1〜103.11). In some parts I 
translated it word for word, but in other parts I just gave the gist of the sentences or the paragraphs. So in naming 
the title I used the word ‘epitome,’ not ‘translation.’ The part I translated in this journal treats HCE’s death, grave 
and resurrection, a quarrel and reconciliation between two male characters (perhaps HCE and Cad), King Festy’s 
(HCE’s) trial and acquittal, a variety of rumors about Festy after his acquittal, four masters’ argument and ALP’s 
affection toward HCE and so on. 
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 動物園の中のライオンが涙を流しながらナイル川の睡

蓮を思い出すように（肉に対する欲望が肉から受け取るあ

の友人バッカスたる血のことを、ライオンは忘れるだろう

か）、あの29名の着こなしの術には長けているものの、非

常に厄介な娘たちが封をして郵便ポストに投函した手紙

で触れていたことらしいが、就寝中の追い詰められた彼は、

もっぱら彼を破滅に追い込んだ、あの汚れなきゆゆ百合た

ちのことを、黙したまま夢に見ていたのかもしれない。そ

して彼は長い間姿を消していたので、彼の後をつけていた、

あの用心深い彼ら裏切り者たちのことや、彼らがその場に

ずっといたことを知らなかったのだ。けしからん、恥を知

れ、小間使いの娘どもめ！ 手癖の悪いチンピラどもめ！ 

【こうした輩は】存在すべきなのか、本当に存在すべきな

のか！ 我々は急いでこう問わなければならなかったの

だが、彼は後ろを振り返って見たのだろうか。前方にある

のを見たのだろうか。恥入りながらも輝くトウモロコシの

毛のような金髪がしゃがんでいる【排尿】小麦の野を、小

麦の収穫物を。我々は知らなかったが故に、幾分かでも信

頼できる町の新聞を通して調べてみなければならないの

だろうが、彼は深い洞察力（願望が単なる暇つぶしに過ぎ

なかったことはなかった）を働かせて、町の北部にバイキ

ングが建てた柱石のようになり（実際に彼は柱石になるで

あろう！ きっと！）、家長に相応しい幅の広い天蓋の中

で、３時間半苦痛のうちに沈黙しながら、不安げに椅子に

座って（１対のゆで卵大の観察眼をどうか私に頂けないだ

ろうか！）、フィンガルの水車場で白馬に乗っていたキン

グ•ビリーのような彼の敵のことを、自分の受ける害悪の

深みを元に考えていた。そしてそうしながら、偽らざる慈

しみの心を持ちつつ、彼を中傷する者たちが（彼らはごた

混ぜの色合いを持った蛇という名の完璧な天使だ。ミルク、

音楽、既婚の女が手に入るところならどこであれ、まだら

の腹をくねらせ（跪きつつ這っていく奴隷だ！）、これら

を求めて嘆きの世界の中を進んでいくであろう）、彼にと

って悩ましい、まとまった形になりつつある想念（狼がも

つような彼の激烈な情熱の許しを得て存在している）を、

隆盛を極める彼の子孫の王朝の最初の代に、(76)一団の教

徒たちではなく彼の家系の成長した子供たちに、神の慈悲

が必要な、慎重さや鋭敏さを厭う者たちへの慈悲心を抱き

ながら、打ち明けることを願っていたのかもしれない。真

の犯罪者層の中でも、ハム【フランスにある監獄】にいる

住居侵入や強盗のような犯罪を犯した者たちを、「蜜の草

原」【監獄が置かれた町クロンメルがある州ティパラリー

の文字上の意味】が歓待し、「マウントジョイの山」【マ

ウントジョイ・プリズンはダブリンにある監獄】が受け入

れ、ついにはそうすることで雇用の常態化を直接的に生み

出し、あらゆる階級、あらゆる大衆から犯罪者たちをなく

してしまうような、すなわち、恐怖に包まれた都市（守れ！）

を暗殺者（やっちまえ！）が解放するような、要するに市
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民の従順さが社会全体の健康状態の一助となっているよ

うな、そうした今彼がいるところよりももっと好ましい場

所で彼らが打ち明けることを。 

  さて、これでよい。かの世界についての憶測はやめて、

この世界の現状に戻ることにしよう。さあ、聞いてくれ。

再度言うが、これでよい。東に足を向けた、ピュー社製の

ガラス板がはめ込まれた、死という原因に対する物質的な

結果としてのチーク材でできた棺が、適切に穴に入れられ

るように、その後遺体の近くに持ち込まれることになった。

親愛なる諸君、事情は次のようなものだ。かなり多くの保

守的な自治体の議員たちが、町や港や要塞で自分たちへの

あるいは自分への人々の投票がなされないうちに、今度ば

かりは、諸君の仲間が一張羅の服を着て諸君のところに駆

け込むような借金の如き複雑な事情から、自分たちの仲間

の数を増加させる力をもった数々の主要な委員会あるい

は他の委員会を通して、法律に基づく裁判所命令に従い、

適正妥当な決議により、彼のために、彼の遺体がまだその

ままになっている間に、湖愛好家の間でマン島【マン島に

は湖がない】が住みたいと思われていないのと同じ程度に

島嫌いの人たちが住みたいと思っている最高の土地ネイ

湖【この湖には島がない】のモイ・エルタに、一時的な墓

を建てるというプレゼントを彼に与えたのであった。ちょ

っと待ってくれ！ フィアナ騎士団の団長が手一杯の泥

炭を受け取ったあと、彼の遺体はかなりいかがわしい釜

【墓】の中にあったのだ。そこには古代の森が生い茂り、

見事なくらいにどぶに似ている滝壺があった。そこには昔

からの塚があり、マスの泳ぐ水流もあった。その水流は周

りにカワヤナギが生えていることと、ウィルトやウォルト

におしゃべりの攻撃を仕掛けたことを鼻にかけていた。こ

の男たちは、アイザックがその釣り竿の滴りに対してした

ように彼女に色目を使い、そしてまた、茶色い泥炭を含ん

だ、彼女の愚かしい水の流れが、まさに青きドナウ川の川

底に横たわっている初代の呪われたフィン人のように、神

の怒りで死んで横たわっている人物に対して、さざ波を立

てて押し寄せているのを度々見つめていた（彼らの金メッ

キのキルトが、彼の眠れる体躯に軽くかかりますよう

に！）。 

 最高の出来映えだ。この地下の極楽、あるいはモグラの

楽園になるはずであった墓はまた、おそらく灯台を逆さま

にしたような形で、小麦の収穫を高めるように、あるいは

旅行業を促進するように意図され(77)（建設請負人である

F.A.バーケッコ氏とL.O.トゥオホール氏は間違いなく尊

敬すべき人たちとされているが、設計者であり管理責任者

であるパーラシャス氏の方は、これまでにないことをしな

いように強く求められた）、西洋においては第１級のもの

であったのだが、この我らの棟梁「城中の悪漢」は、あか

らさまにそれを蔑み、「帯状散布方式」の機雷の使用によ

り爆破し、また、航空魚雷「オートン・ダイナモン」のう

ち片側右舷に残っている1130個（約）の魚雷が声をかける

中、爆破司令所から指令して、作り直したTNT火薬で破壊

した。また、数トンもの改良アンモニアを使った地雷を配

備して吹き飛ばし、そして【その破片は】爆風よけがつけ

られた舷縁に打ち付けられ、溶けて人をつまずかせるため

のケーブルとなり、いくつかの穴をすべるように通り、司

令塔から地上の電池のヒューズ箱にユルユルと入ってい

った。この破片が入った時間について言えば、誰でも同じ

形のあごひげをもっているようには見えないが故に、置き

時計と鍵とが異なるように、皆それぞれ異なった答えであ

り、置き時計を見て９時６分前だったと言う者もいれば、

さらに多くの者は、ライン地方で製造された腕時計を見て、

５時10分前だったと言っていた。彼はこの後、戯言が彼の

口を飛び出し始めた時でも、また彼の粗雑な咆哮が完全に

しゃがれ声になった時でも、また１歩ずつこうした状態に

近づいた時でも（大目に見てくれたまえ！）、注意深く鉄

の如き確固たる結果を、いつでも腐食防止を施したレンガ

とモルタルの証拠で裏打ちした。そしてボシャンタワー、

バイウォードタワー、ベルタワー、ライオンタワー、ザ・

ホワイトタワー、ウォードローブタワー、ブラディータワ

ーという７王国の連合体である彼のロンドン塔に引っ込

んだ。このことに刺激を受けて（もしよかったら、どうぞ

参加したまえ！）、畜産農家の組合や特定市場【中世にイ

ギリスの主要産物の輸出促進のために、海外に置かれた指

定取引所】の商人のギルドなどのメンバーのような、都市

建設の時に貸しベッドを営む、商売に長けた者のいる、実

利を重んじる、公共のための特別審議会の連中は、プレゼ

ントとして彼のために壮麗なる葬式の手はずを整えてや

り、それに加えて石碑を築いてやった。そこにはマクペラ

の洞窟【旧約聖書中の、サラ、アブラハム、ヤコブ等が葬

られた墓】で見られるような通常の告別の辞が添えられて

いた。語源的に間違った意味で使われている非常に美しい

言葉で次のように書かれていた。我々のあなたとの関係は

終わった。あなたがどうなろうと我々の知ったことではな

い。酔っ払いのエアウィッカー氏よ、諦念を知り去りたま

え！ 

 しかしその家にいる者たちよ、そこに乗船しているすべ

ての者たちよ！ 健康食品としてのスモークソーセージ、

および屠殺人が柔らかくしてくれた豚足を含め、次のもの

を見せよ。棺、経帷子、安価なビール、骨壺、派手な真鍮

製記念牌、カギ煙草収納箱、密造ウイスキーの樽、涙壷、

帽子入れ、香水入れ、吐剤、食欲増進用の塩の袋を。そし

てまたこの件に関しては、実際いかなる種類のものであれ、

彼の名誉ある墓における、ガラスのような石でできた埋葬

時の装飾用骨董品は、アア、当然のことながら、通常であ

れば、上記のような一連の状況とともに、これからも出て

くるであろう。そして自然の成り行きで、アア、この骨董

品により、もし靴が合うならば世界のあちこちを放浪する

であろうこの者は、(78)豊穣な彼の人生における、耄碌す

る前の、老衰の前の老齢の、晩春の最後の寛容さを持った
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日々を、ずっとつつがなく家で過ごすことが出来たであろ

う。そしてついには、ずっと泣いて過ごした苦難の時期は、

発展性のない、老年の、死が予期される中で盛んになる【感

情の】爆発と再爆発（雷だ！ 100個の雷だ！）との間で、

大きな頭から巨大な足まで忘却のうちに和らいだであろ

う。 

 しかし時の勧告が待ち受けている。落下のあと上昇せよ、

と。そこから生まれる雷の青い光は、地下世界に穴を掘っ

て埋まっていた、住居不定の刻印が押された巨大な【はさ

み】虫が、地層から地層へと、地下世界から地下世界へと、

その地下世界の至るところで増殖し、有用なる我らの星、

この神々しい星の上層部を再び訪れるのを知っていた。隠

れた地から外の地へと、ポットと平鍋と火掻き棒と駄洒落

の世界に属する、富を持った大衆の１人である、富を持っ

た子孫を生み出す、人前に姿を現さない、金の貯蔵者がそ

うするのを。鉄道より前の光の道を通って。 

 アブラハムの台地【7年戦争において、フランスとイギ

リスが戦った場所】では、もう１つ別の忌まわしい戦いが

全くの偶然で勃発していたのかもしれない。我々の父が

（というのも、率直な子供たちが、フィンタウンの殺され

たキアン【アイルランド神話中の人物】のように、７カ所

に埋められているよう、彼をやっとのことで説き伏せたか

らであった）、水の墓（何とそこには車もあるし、乗馬も

あるし、リンゴのフリッターが添えられたスパークリング

ワインもある！）に３ヶ月も入っていないうちに、腐敗が

相変わらず広がりながら、その脅威をどんどん増し始めた。

彼らの間が焦げ付いているのだ。【真実を見ようとしない】

目を覆った者が合図を送ると、それを祝福する新聞は洪水

を起こした。何故この高貴なる者はその唸り声で彼を恐れ

させたのか。なぜならこの思い詰めたる者は、戸口めがけ

てマスケット銃をぶっ放していたからだ。【戦いは】双方

のケルトイベリア人の陣営が元となっていた（議論を進め

るために、新南アイルランドと旧アルスター、この双方の

側の男たちが、ムーア人であれ白人であれ、ポープ【ジョ

ン・ポープはアメリカ南北戦争の北軍の将軍】との諍いの

間、あるいはポープをめぐる諍いの間、文句を言われなが

らも、多少なりとも、高邁な考え方を持っていたことを初

めに認めるとしても）。彼らが哀れな罪人であれ大富豪で

あれ、永遠なる存在者が常にいかなる時にも彼らのそばに

存在して以来、それぞれが言うまでもなく完璧な攻撃と防

衛を行おうとしている中、かつては純白のウールの衣装を

着た人々がワルツを踊っていたのに（フン、何と犯罪的で、

何と骸じみた、何と忌まわしいことか）、今はベローナ【古

代ローマの戦の女神】がブラックボトム【1920年代のアメ

リカで流行った尻振りダンス】を踊っている世界へと、す

べての状況は導かれていった。一方が若い頃に適切な食べ

物が不足していたが故に、他方が自分の生涯を細切れにし

て、家族と肉切り包丁の両方に捧げるという名誉ある行為

に既にとらわれていたが故に、そうなったのだ。そしても

しこの絞殺された人物が【墓から】解放されたならば、(79)

彼は誰であれ自分がハムをかすめ取ったその相手に対し

て、次のように仄めかしたかもしれない。平原は暗闇に覆

われていたし、イヤ、まさにこの俺という、すっかりホイ

ッグ党の権化になっている第１級の色黒の老人をさえ、丘

の上で、奴のことをこう呼べるのならば呼ぶが、あのごろ

つきが見間違えた時には、サーカスでやるような程度の低

い道化芝居だったよ、と。というのも、彼の敵対勢力の間

に、あの感情がかなり広まったからだ。つまり料理人が言

っていたことだが、巨匠エアウィッカーは、この世の中か

ら半ば離れた人生を送る前は、バルマク家【8世紀頃のバ

クダッドの貴族】のように、スープと美食の間で暮らして

いたことで有名だったのであり、こうした不活発な生活を

送っている彼の場合、彼自身の長いニジマスとしての状態

から飛び出て、完全に若いサケになることは、ずっと絶え

ず鮭梯を登り続けているサケが、密かに吸盤を使って自分

自身の場違いなところにある脂肪を食うのと同じように

不可能なことだ、というのも、女から生まれた者は、大き

な鶏冠のある淡水魚のように、70匹ものローチを１日で貪

り食ったり、同じ数のヒメハヤを１分で食べてしまうこと

など出来ないからだ（あの異種交配物め、晒し絞首台が奴

を窒息死させればいいのに！）、こうした感情である。 

 婦人たちはこの最も早くからある都市（ドナドゥン

【Dana-dunは、アイルランドの神々の母である死の女神ド

ナの要塞の意味】に因んだ呼称をもっている）の邪教的な

装甲の時代を蔑みはしなかった。この時代には、彼女たち

の死者にとってハサミムシがそうであるように、また自分

たちの遺産のことなど分からぬまま、実際我々が静かに横

たわるであろう大地にとって土壌がそうであるように、

我々にとって【尻を拭くための】大型の葉が、持ち運ぶの

に必要な友人となっていた時代であった。ヴィーナスたち

は忍び笑いをしながら誘惑者となっていたし、ヴァルカン

半島では馬鹿笑いが起こるほどに無意味な戦争が勃発し

ていたし、広大な全世界は変事が相次ぎ窒息状態にあった。

実際、諸君が好きな女たちは誰であれ、２人１組になって

さえ（その有り様を見よ！ もう１度見よ！）、午前でも

午後でもむき出しになった長いヘアピンを取って、男と、

気に入った男と（あるいは他の男たちも交えてさえ）可愛

く遊び、幸運を願い、男色の男も相手にし、すべての男の

うち比較的気に入った者をつなぎ止め、最も気に入った者

を自分のものとした。（チップを！）そう、彼女は求婚し、

勝ちをおさめるであろう。しかしどこで結婚するのかは神

のみぞ知る！ それは東屋だろうか、バケツ置き場だろう

か、幌馬車だろうか、排水溝だろうか。４輪馬車だろうか、

客車だろうか、手押し車だろうか、肥料運搬車だろうか。 

 未亡人のケイト•ストロングは（チップチップを！）−−

彼女は彼女が知っている昔のダブリンの、手刷りの路地の

地図絵を我々のために刷っている。陰鬱な夢のようなドラ

マ仕立てのセッティングで、強烈な色彩の、非常に視覚に
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訴える地図絵である。そこにはひよこの糞のついた脈斑岩

でできた心休まるコテージ、人目を引く猫、だらしない女

が飼っている小犬、腐った野菜、腐敗したゴミ、石ころが

描かれている。最悪でないにしろ、こうしたものを介し、

各家の粉々に割られた窓を通って、食中毒の細菌が楽しげ

に飛び散っているのだ −− 未亡人ストロングは当時、夫が

死んでしまったので（チップチップチップ！）、よき王ハ

ムレット治世の黄金時代から、たいていゴミあさりを行っ

ていた。とは言っても、彼女のやせた胸は、ほんのわずか

な自制心を持ちながらも、その溜まっていたものを吐き出

していた。そして彼女の腹蔵のない言葉は次のようなもの

であった。(80)この古い都市の夜には、「ブライアント街

道」以外舗装されたまともな横道などない。そこには、縁

にクワガタ草や白いクローバーや森にとってはおなじみ

のカタバミなどが生えているが、それらは蔑ろにされ、踏

みつけられている。またそこはあの提訴者が襲われたとこ

ろであり、自分は、清掃人の習性をもつ清掃人ならそうす

るに違いないことだが、持っていた汚いゴミの山を、フェ

ニックス公園のサーペンタイン（自分の若い頃、ここは「善

良なるフィンの聖なる形見」と呼ばれていたが、後にせせ

せ洗礼名をつけられ「パトリックの浄化場」と呼ばれるよ

うになった）近くに捨ててしまった。ここでは

危 険 な 野 原
デインジャー・フィールド

がブッチャーズ【フェニックス公園の一

部。デインジャーフィールド氏という人物がここでスター

クス博士を殴打する事件があった】の周りを囲み、ファイ

アーワーカー•O・フラハティー氏がキャッスルマラード卿

に仕えるナッター氏という人物と戦い、またアーチャー氏

【前出のデインジャーフィールド氏のこと】がスタークス

氏を打ちのめしたところだ。その一帯に化石となった足跡、

ブーツの跡、指の跡、肘のくぼみ、尻餅等の跡が連続的に、

非常に含みのある意味合いを持ちながら残されていた。書

き物、即ち恋文、欲望に満ちた彼女の恋文、男に対する欲

望であろう彼女の恋文【ALPのHCE宛ての手紙】を、手に松

明を掲げた、トールを崇める者たち【ヴァイキング】から

隠すのに、スズカズラが生えているこの軍の野営地以上に、

騒動が終わったあの時以上に、人種が分けられ始めたこの

場所以上に、繊細な時間と場所をもったいかなる世界があ

るというのか。まさにここで、未来のことを思う４本の手

によって、和解の最初の子【手紙】は、懐かしの我が家の

最後のゆりかご【大地】の中に横たえられている。それを

渡しなさい！ それ以上はいらない！ だから子供のた

めにつるはしを渡しなさい！ アア、男たちよ！ 

 というのも、まさにここで最高位者が、異教者に対する

布教活動のように、キリスト教徒に対して語ったからだ。

そして結婚に関して述べる時の彼の猛禽ぶりは、その獲物

に対するくちばしを鋭利なものにしていた。死ぬべき私た

ちは皆少しずつこの大地へと戻っていく、過去の状態はそ

のままに放っておけ、と彼は言う！ 松明を持つ司祭であ

り、火を煽る祭司であり、ジュピターが置いた森で燃えて

いる火を興した風の管理者である、性急で浪費家の大工に

とっては、それはあたかも、私たちの太古からの記憶の洪

水が、曲がりくねりながら従順に、アグニ【火の神】が赤

く燃えたところに、ミトラ【光の神】が教え諭したところ

に、【スペイン人が】マヤ族を滅ぼしたようにシヴァ【破

壊の神】が殺戮を犯すところに、彼の粗野な言葉によって

引き戻るようなものだ。変節するポセイドニアス【紀元前

135年から51年まで生存したギリシャのストア派の哲学者】

よ！ その忌まわしい石ころはそのままにしておけ。お前

はお前の汚らしい淫らな女と、お前の行く手を阻む大木を

どうするつもりなのか。大聖堂の裏側をこっそり回れ！ 

恥さらしのマック・シェーン氏よ、その樽を、手に入れた

ところに返しておけ。そしてお前の祖先が通った道を進ん

で行け、「和睦通り」を！ そして、何ということだろう！ 

飾り帯を後ろにたなびかせて、あのお行儀のよい女の子た

ちが、エプロンドレスたちが、学校全体がはしゃぎ回るか

のように流れ出た。礼拝堂にいるイシーよ！ どんな人物

であれ、ルカのような人物になれるか。 

 (81)そう、たとえ目に見えなくとも、近くにいる者の生

存能力は不滅である。そして私たちは彼の感情を害するこ

ともしない。ずっと波が跳ねるのを見ておけ！ 川【ALP】

の波が跳ねるのを！ もしこれがハンニバルの歩んだ道

なら、これはヘラクレスの大力を要するような、困難な作

業によるものだったのだ。10万人もの奴隷が道を舗装した。

霊廟が私たちの背後にあり（アア、多くの者の父である巨

人よ！）、そしてトラムの軌道沿いには、10万人もの人々

がよろめく中、ブラフマン【インド神話における創造の神】、

アントニー、ヘルメスが作った一里塚がある！ 未来永劫

常に存在する。アーメン。しかし過去は私たちに、今日の

走り行く乗り物のための道を贈ってくれた。偉大なるオコ

ンネル通りを！ あなたは【ALP？】雨に煙ってはいるが、

分厚い皮膚を持ったサイのように太い神経をもっている。

でももし彼【HCE】が恋に悩む男でないとしたら、あなた

は帽子を帆立貝の形にするであろう【帆立貝貝殻章は聖地

巡礼の記念章】。そして聖なる４輪辻馬車という名の聖堂

に乗って、少し離れたところに向かうだろう！ 止まれ！  

 それは明らかに荒れ果てた極寒の、当時は岩だらけで今

は再舗装されている、この地にあった塚のごく近くで起っ

た。その塚はラトレル【ヘンリー・ラトレルは、17世紀末

の祖国を裏切ったアイルランド兵士】が買ったとしても売

ってしまうようなところで、ブレンナ峠（今はマルパス地

区【ダブリンの１地区】だろうか）の鞍部にある、真の文

明から３分の２マイルプラス３分の２マイル離れた、彼の

夢がそこで止まったところ（ホースだ！ ホースだ！）で

はなく、川の流れの向こうのリーフラント【リヴォニアと

も言い、現在のラトヴィアからエストニアの地域】と、洪

水により塩気を帯びた荒れ地とが一体化している場所で

あった。ここで、身長が中背以下で、実際生まれつき胆力
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は持ってはいるものの冴えない顔色の、クロポトキンのよ

うなあの攻撃者は、あの敵と渡り合ったのであった。この

敵は脚力という点では彼以下であったが、その差以上に多

くのものをその目に持っていた。そしてこの敵を彼は、激

しい雨の中、オーグルソープ【ジェイムズ・オーグルソー

プは18世紀の慈善家】か他の誰かと見誤って −− この敵は

いいい一見、頭も足もないひよこの前の卵に、ミケランジ

ェロが描いたかのように酷似していた −−、略奪されるの

ではないかと思い、神をも冒涜するような言葉を用いて彼

に対し次のような旨のことを言ったのだ。すなわち、あい

つらの半球体【頭】は飛びかかって消滅させてやる。しか

しお前には砲弾を食らわせ、その汚らわしい人間のクズと

しての命を奪い取ってやる。そして完璧にお前を横たわら

せてやる。汚らわしい悪夢を見させる奴らを、つまりあの

３人の呪文士たちと２人の娼婦たちを（すべての人は神聖

である者にとっては神聖なのだ。髭を生やした女であれ、

乳母である男であれ）同時に横たわらせたらすぐにだ。一

発パンチをまともに食わせて薄汚い魂をお前から抜き取

ってやるためにだ。そして彼は持っていた、いつも家具を

壊すために使っている長い棒をつかみ、彼めがけて振り上

げた。こうした特に粗野な出来事は昔から繰り返し起こっ

ていた。この２人は（彼らが互いに渡り合うウエ・リン・

タウとニッポレオンなのか、あるいはラズキアス【razzia

は「侵略」の意味】と、彼を偵察しようとしているボブリ

コフ将軍【1904年に暗殺されたロシアのフィンランド総督】

なのかは分からない）、明らかにかなりの時間もみ合って

いた(82)（一方の側に揺れるゆりかごは、握反握の法則【作

用反作用の法則のこと】に基づき、反対側からも等しい揺

れ幅で揺れるものだ）。彼らは安全面の規定では無制限１

本勝負のルールの下、高貴で高位のティペレアリー州のス

ウェーデン人【purple top swedeは、「上部が紫のカブ（植

物）」の意味もある】（神に対する熱意を持った神聖なる

救世主たち！）のように戦っていた。この戦いの中、物乞

い用の最高級の器を開いていた背の高い方の人物は、らせ

ん管【蒸留器内で蒸気を凝縮させるパイプ】（持ち運び用

蒸留器を表す便利な言葉である。これは３つのタンクと、

２つの壺と、いくつかの瓶から成っている。とはいえ、双

方がアルコール飲料に興味を持っていたが故に、金額につ

いては意図的に言及しない）を持っていたチビの方の人物

に、オイ、あんた、どいてくれ、あんただとは分からなか

ったんだ、と言ったのだ。その後、夏至の暑さで休むため

に間を置いた後、この同じ男（同じ彼だが、前とは異なる、

もっと若々しい彼）は、非常に醜悪な薄笑いを浮かべなが

ら、母国語で、あんた、聞いた話だが、４ヶ月から10ヶ月

前、６ポンド12ペンス、スリにとられただろう、と、訊い

たのだ。大部分の時間、更なる衝突と冷やかし、そしてま

た事態を変えようとする試みもあった。そしてこの時ウェ

ブリーのピストル（私たちはすぐさま、非常に多くの不穏

当な文書を送りつけた、昔からの友人ネッドのことを思い

出す）の形をした木でできたものが、この侵入者の体から

落ちた。この侵入者はそれを見て、あのクライスト•チャ

ーチのオルガンのあの胴の中にいるネズミを見た猫のよ

うに心を奪われたものの（リボンをつけ、お下げにした物

憂げな少女の姿の雲の像は、淡く若い魅力を放ちながら、

彼らの上に浮かんでいたのだろうか）、馴れ馴れしくなり、

小型の金庫の考案に相変わらずこだわっている、偶然出会

った彼の仲間に対し、冗談や棍棒を脇に置き、偶然的要素

を加えつつ、彼らの互いの所有権を執拗に確かめながら、

自分のシャツを引き裂いてでも、とは言わないまでも、吹

けば飛ぶような10ポンドという小銭を、今持ち合わせてい

るかどうか知りたいのだ、と言い、つけ加えて、いやね、

６週間ほど経ったら、あんたのような模範的人物がこの前

の６月か７月にとられた金額分だけ、そこから返すつもり

だよ、どうだね、大将、と言ったのだ。これに対して、も

う１人の、碗を持ったビリー【アイルランドの殺人者であ

る乞食】は、それまで口をつぐみ考え込んでいたのだが（と

いうのも極端な行動をとることをためらっていたからだ）、

かなり愉快気にこう答えた。君、次のことを知ったら君は

ひどくおお驚くのではないかね。つまり、あいにく、僕は

正直なところ、今僕の身の回りのどこを探しても、少なく

とも吹けば飛ぶような10ポンドというものをもっている

状況にないのだよ。しかし、思うに、君の言うように、ク

リスマスの季節、つまりユダヤ人の祭日なのだから、僕は

僕の取るべき道を知っている。(83)ネエ、君、「ジョン・

ジェームソン・アンド・サン」の製品【ウィスキー】を買

うには持っていた方がいいかもしれない４ポンドと17ペ

ンスの金を、あちこち飛び回ったり、人を罠にかけたりし

て工面して君に前貸しすることは、いいかね、僕にとって

奇人変人が犯す馬鹿げたことだし、君にとっても気違いじ

みたくだらないことだ、と。記憶の火が再びともるまで暫

しの沈黙があった。そして次に。心が躍ったのだ！ ジョ

ン・ジェームソン、耳が生き生きと捉えたこのウィスキー

への言及は、最初の語が発せられただけで、のどの乾いた

このガンマンの心をひどく打ち、彼の心は躍ったのだった。

しかしその心は奇妙にも穏やかなものとなり、率直に次の

ように、彼個人が崇めるあらゆる主にかけて誓って言った。

定められた法の下、定められた照度で、地獄の茨の木（炎）

が天にまで広がるかもしれないが、自分は石頭の火打ち石
フ リ ン ト

の子（後天的言語に対する先天的語源を全般的に記してい

る虚無的な用語辞典においては、この言葉はいかなる意味

においても言語ではない。前出のいくつかの箇所で言及さ

れたこうした戦いの記念品が、ジャグのようなもの、すな

わち消化できるものと請け合うことが出来ないのは、自分

の使っている言語にキスをすることが出来ないのと同じ

ようなことだ）として、いつかはあんたのお役に立てるだ

ろうし、自分が今言ったこのことは覚えておいて欲しい、

と。そして次のように、物憂い調子で、人生の最初に舌が
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話せるようになった時よりも、ダン•バンク【レストラン

名】の真珠の母【牡蠣のこと】を前もって味わう時よりも、

またシャンペン −− それを彼はタラの「レッド•カウ」亭、

それからリングゼンドの「グッド•ウマン」亭で胃の中に

入れ、そのあとブラックロックの「コンウェイズ•イン」

亭で、そして何よりも、全く忌々しいことに、宗教法の下、

不屈の女王タイテ【アイルランド神話中の女王】の恩寵と

彼女の遺言により、葬式の時に食欲が最も高まる場所の、

クウォリティー通りの「アダム・アンド・イブ」亭で、口

にするであろうが −− を流し込む時よりも、一見はるかに

楽しそうに言ったのだ。ご立派な田舎者のあんた！ ディ

ラニーさんよ【フェニックスパーク暗殺事件の犯人】、ど

こにいてもあんただと分かるだろう。あんたが生きていよ

うが、死んでいようが、ともかく心からあんたにこう言い

たい。たとえ白い斑点！が骨質部分にあろうとも【ハゲ】、

一体全体あんた以外の誰が他にいようか！ 自分はこの

金の玉であり、夜の夜でも日の光が当たるこの惚れ惚れす

る人物を、何と殴ってしまったのだ。いいかね、ルンペン

君、見上げたことに、第１級のドイツ人的根性をあんたは

持っている！と。彼は拳につばを吐き【手のひらにつばを

吐くのは、取引成立の握手をする前のアイルランド人の習

慣的仕草】（求め）、出来るだけうまく傷を覆い（許し）、

最上のもの【握手の手？】を突き出し（チップは軽打）、

友に別れを告げたのであった。そしてこっそりと、フラン

スの雌鳥【クリスマスキャロル「クリスマスの12日」中の

歌詞。恋人からの贈り物となっており、原詞では「３羽の

フランスの雌鳥」となっている】を口ずさみ、急ぎとゆと

りの入った鞄をもって、１つとなった敵同士は、同じ腹か

ら生まれた兄弟のように、和解の抱擁を交わし、【ボクシ

ングのクリンチみたいに】拳を握り接吻し続けようとした。

丘の上で主を褒め称えよ。人を殺しながらも主を褒め称え

よ。すべての人が法の下に主を褒め称えよ。そして彼は日

の神【太陽】の前で、戦士たちがコニャックで取り交わし

た和平協定に基づく停戦を承認すると、モスクの方角にへ

りくだってまっすぐトルコ帽を向け、(84)まず数回にわた

って、アラーの力によって万事良好、という言葉を吐き、

呼吸を乱しながら、雄牛のように駆けて、ロバの背のよう

な橋を渡り、折れた歯を根ごと吐き出し、デーン人の金貨

で７シリングと４ペンスの金を持ち、彼らの血のついた棍

棒や他のユソウボクでできた正体不明の武器 −− しかし

ながらそれはピーリッジ【アメリカ南北戦争の戦場】から

リトルホーン【リトルビッグホーンはカスター将軍の部隊

がインディアンに全滅させられた場所】に至るまでのいか

なる戦場であれ、そこで行われた、敵の交渉相手との不愉

快な取り決めを維持するために手にした葉巻のパイプを、

いつまでも思い起こさせるものであった −− を手にして

姿をくらました。一方この哀れなディラニーの方は、誰か

が残した炉格子とともに取り残され、何気ない顔をしては

いたが、無数のプラム大のかすり傷を受け、それに加え、

尾骶骨にれっきとした打撲傷を負い、こうした身体中の怪

我に見事に耐えながら、アイルランド警察官に軍隊式の敬

礼をしつつ、出来るだけうまく、ダフィー閣下【アイルラ

ンドファシストの団体であるブルーシャートの指導者】に

関しての経緯を、驚きの目を見張っている鑑識係に報告し、

その際次のような筋の通った願望を口にした。すなわち、

極めて満足すべき交渉結果と、その後の紳士的協定のこと

を高貴なるローマ人として再考してみると、自分の特性で

ある真面目さの大いなる証拠である自分の顔一面が、赤く

対角線状に交差した、非胎児性哺乳動物の血で覆われてい

るが故に、ヴィカー通りの最寄りの交番から、寛大なる処

置としてケシの蒴果のローション、あるいは湿布を持って

きて、患部に塗ったり張ったりしてもらいたいということ、

そしてまた、自分は自己防衛を行ったために鼻や唇や耳や

口から血を流している（止血せよ！）が、一方自分を攻撃

した者の髪の毛は、コルト拳銃を使ったためにそのクヌー

ト人のような頭から一部はがれ落ちてしまった、とはいえ、

そのようなことがあっても、自分の健康状態は全体的にマ

アマアの状態のように見える、というのも、最も幸運なこ

とに、自分の206本の骨と501筋の筋肉のうち、彼女からの

打擲で少しでも悪化したものは１つもなかったと分かっ

たが故である、というものであった。彼女って誰だろう？ 

 では次に、トネリコ材や筋肉や土壌から生じる物質の除

去のための真鍮製機具や、雲母の破砕のための結晶体岩石

に、衝撃音を出させたままにしておきながら、しかしなが

ら徐々に、私たちのためにダブリンの石柱や銀行から何マ

イルも離れたところを流れている母なる川の方角へと戻

り（何と第11代王朝になるまでオリンピックは続けられ、

あの重い病にかかった第32代のハムレットに到達するに

至った）、また、法に背いてボナパルド【HCE】が、穴の

あいた炉格子、間に合わせの炉格子を手に入れた問題に戻

ると、この私たちの祖先であるドン・デ・デュネッリ氏【Dan 

Donnellyは19世紀前半のアイルランドのボクサー】(85)

（彼の船があの川の水底に深く突き刺さりますように、彼

の乗員乗客が海の墓場に閉じ込められますように！）の政

治的傾向、及び彼に対する市当局の尾行についてのより顕

著な点が浮かび上がってくる。紳士の皆さん、【尾行した

者の報告によると】彼は他の男と間違えられ待ち伏せされ、

かろうじて何事もなかったものの、即座に彼を撃ち倒そう

としたユグノーの罵倒者によって、ピーター・ウィズ・ペ

インター【ピストルの名前】で風穴を開けられそうになっ

た時には、淑女の皆さん、自転車やオートバイも通ること

が出来、散歩も出来る、今は一般に開放された墓地の小道

の１つ、ウェリントン・パークの道を、小脇に留めぐつわ、

すなわちクウェーカー教徒のインチキな薬【経典】を抱え、

血に染まった手にアルペン用の杖を持ちながら歩き回る

ことで（少年たちよ、骨の髄までイギリス人になれ、チャ

ンスが来たら仲間も捨ててしまえ！）、平和な臣民が持つ、

不可侵の主要な自由の権利の筆頭条項を、脇目も振らずに
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行使しようとしていたというのだ。つまり、切羽詰まった

状況での至上命令の権利の行使、すなわち一般人民の法第

２項に書かれてある権利の行使（意志を通そうとしている

男を阻止しないように注意せよ）、誰の邪魔もする意図な

く、怒りの感情を剥奪された鳩と、恐怖を駆り立てるボア

コンストリクター【蛇の１種】に感謝と賛辞の言葉を送り

ながら、そしてまたなおさら一層、他の人々の運命の移り

変わりを自分が体験していることを大いに喜ばしく思い

ながら −− 実際彼はそうであった −−、公衆に関わる主張

として、あるいは自然の声として、公衆便所の便座の上に

席を占めようとする権利、すなわち、ダブリンの数ある橋

の中で最も東寄りの（しかしすべては西【死】へと向かう！）

バット橋のそばで、尻をむき出しにする権利を行使しよう

としていたというのだ。 

 しかし、大西洋とフェニックス・パークの件に戻ろう。

誰にとってもこれまでの【ケイトの】話では十分ではない

ように見えるが、しかしながらあってはならない犯罪につ

いての謎を解く上で、いくらかの進展があったのだ。この

場合、長い家系史を持つ、名誉あることにタール産業と羽

毛産業とに関連のある家族出の、マーン【ゴルウェイ州の

村、殺人事件で不当な裁判が行われた】生まれのフェステ

ィ王、悪名高きウィスキー密造地域の中心部にあり、ロマ

ンシェ語が話されている、古からある「サクソン人のメイ

ヨー」【メイヨー県にある７世紀の修道院】で説教を行っ

たことのあるこの王は、２つの訴因を相矛盾する形で組み

立てた（昼夜平分時的見方からすれば、一方の人物の生き

霊が、他方の生き身の人間となっている）起訴状の下、３

月１日にオールド・ベイリー法廷【ロンドンにある裁判所】

に連れ出された。すなわち、野において彼の作業ズボンか

らモリ鳩を取り出したということ【排尿】、また野におい

て力一杯顔をみだらにしかめた【排便】という訴因である。

開廷！ 開廷！ この囚人はメタノールに浸った状態で、

被告席に姿を現した。明らかにアンブロジアを飲んだこと

を具体化した様子で、カージー織り【厚手の毛織物】のコ

ールテンを戯画風に着ているように見えた。この服がシミ

や裂け目やつぎはぎとなっているだけでなく、シャツ寝間

着、ストロー色のズボン吊り、暴風雨帽、警官が着るよう

な螺旋状にねじれたズボン、こうしたものすべてが尋常で

はないように見えた（というのも、その時までに彼は、自

分の仕立て屋に作らせたウェールズ人が着る服を意図的

に破いてしまったからである）。(86)そして彼は自分が排

除されていることに関して、王国アイルランド語彙集の中

の花言葉を添えて次のように証言した。自分が自身の心に

火をつけようとしていたその間に（事実、冷たい雨が嫌で、

もろ肌を脱いで土鍋１杯のビールを求めるとすぐに、彼自

身でも分かっていたことだが、彼はビールの雫を落として

いた）、三つ揃いのスーツを着た誰もが、そしてまた過剰

なほどの数の警官が、【追放された】アダムとイヴを具現

化した者のように、全くどういうわけか自分から離れてい

ったのだ、と。そしてこうした時、国家権力（ロボット巡

査）によって次の事柄が明らかにされようとした。それは

かつてメレク【ヘブライ語で「王」の意味】として知られ

ていた王、別名クローバー【「かなてこ」の意味】が、変

装する上での最善の方法として、クロンターフの不純物の

ない泥炭とともに、洪水で運ばれた泥炭の塊を顔や頬や口

に擦り付けて、ムーア人の煙突掃除人の小僧に扮し、ペテ

ロとパウロの祝祭日の木曜日に、マッドフォード【英国サ

マセット州の村】で開かれるミドル・ホワイト【豚の１品

種】の市に、彼とアントニー【聖アントニーは豚番人の守

護聖人】が電話帳から拾ったタイキングフェストとバーロ

クという偽名を使って、人の話によると、純血種の豚（無

認可）を連れ、ヒヤシンスを持って出かけていった、とい

うものであった。彼らは999年間アイルランドの平地のそ

ばのあの海の上にいた。彼らは屈することなく、絶えず櫂

を漕ぐのをやめなかった。そしてついに彼ら２人と半人は

上陸し、ラクダやロバ、白い口髭を生やした老人や乳飲み

子、司祭や貧乏人、既婚婦人や道化の中を歩き、巨大な渦

の中へと進んでいった。この集会はアイルランド農業団体、

牧畜団体が開いたもので、アイルランドの豚が、その兄弟

であるデンマークの豚をまともに見る一助となっていた。

また人々が騒いでいるために、数多くのキリスト教徒、及

びユダヤ教徒のトーテム像がそこに出席した。そして人々

が殺到しているにもかかわらず、この集会は明らかに締ま

りのないものであった。こうした時、この親分【フェステ

ィ王、つまりHCEのこと】は懸賞試合の闘鶏が原因で戸口

の一部を壊してしまい、後になってこのジプシー【フェス

ティ王、つまりHCEのこと】は、借金を払ってくれるこの

紳士【豚】を、つまり、彼にとって何の利益も出なかった

バリーブリッケン【本来はリムリック州東部の町。この場

合はそこで育成された豚のこと】を、６ポンド16シリング

の未払い金をヒッサリク【トルコの都市、トロイ遺跡があ

る】で支払うために売ってしまった。というのも、彼女が、

つまりフランシー【豚の名前】の妹が彼（この動物）の、

「取っ組み合い通り」にある汚い小屋「こちらトロイ」の

至るところを荒らしてしまったからだ。こいつは【豚のこ

と】こののらくら男の借用物ではなかったのだ。 

 注目すべき証言が、やがて、ある証人の目と耳と鼻と喉

によってもたらされた。メソジスト派のチャペル【トイレ】

の常連は、この証人がメディカル・スクウェアの 00【トイ

レの隠語】にいる平服姿の司祭 W.P.ではないかと思った。

彼はグリーンピース入りライスの会食用の食事を済ませ

ると、すぐに帽子をかぶり、尋問を受けている間はあくび

をするな、と厳かに戒められ、(87)微笑み（今朝家を出る

時、モルロー夫人から縁まで注がれたグラス１杯の酒を受

けてきたのである）、セイウチのような髭を生やし、北部

の方言で（何ということだ！）尋問者に対して次のように

証言し始めた。自分はあの時旅行者向けのパブで寝ていた。

そして、11月５日【1605年のこの日、テロリストのガイ・
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フォークス一味が議事堂爆破未遂で捕縛されたことを祝

うイングランドの記念日】を記念して、騒ぎに加わるつも

りだよ。喧嘩好きだもんでね。あれはジュノーの記念祭や

昔の贅沢な日々とともに、今日、昨日、明日を皆一括りに

した汚らわしい歴史の日めくりに載るようなものだった。

「雨降り師」のオジサン【ジュピターのこと】も喜ぶだろ

うよ。サムとか自分とかモファットのような、特にこうし

た非常に当てにできる観察力を持った人間にとって何よ

り印象に残ったことは、とはいえ、その彼らの観察力がそ

の理由とはならないのだが、ただ１つ、驚くべきことに、

夜のこの時間帯に、次のことを見、聞き、味わい、嗅いで、

茫然自失してしまったということだ。つまりある種の好戦

性を持ち、人物評価書にトラブルメーカー、虚飾文章家（田

舎っぺにはゲール語で）と書かれた、学位授与者のヒヤシ

ンス・オドネルが、フェアグリーンにおいて 24時に、別

の２人の老国王ガッシュ・マック・ゲイルとロアリング・

オクライアン・ジュニアから、彼１人で金品を奪い、彼ら

を殴り、刺し、惨殺しようとしたのだ（墓場での好戦性）。

この２人は２人とも取り替え子で、居場所が特定できず、

住所不明で、リュイスの協定【シモン・ド・モンフォール

とヘンリー３世との間の 1264年の協定】の前に一発かま

しあって以来、ずっと彼と彼らの間にはやりとりはなかっ

た。彼と彼らの間には、ボーア人がイギリスに侵入したが

故にか、あるいは当初彼が髪を２方向に両極に分けていた

が故にか、あるいは彼らがある三文小説に出てくるウェイ

トレスを出しにして、這うほどに泥酔した状態で夕食をと

っていたが故にか、彼らがミース【ミースはアイルランド

東部の県名】と言えず(口と耳の不自由な者の住むところ)

ミーズと言っていたが故にか、不和が生じていた。また訴

訟関係者たちは、つまり地元の王の臣民たちや広大な世間

の人たち、アラン群島やドーキーの王たち、マッド群島や

トーリー島の王たち、そしてキローグリン・フェアのヤギ

の王【キローグリンはケリー州の町。当地ではオスのヤギ

は８月のフェスティバルで冠を被せられる】までもが、彼

は蝶形リボンを紐で結わえた、本物の人参のように赤い髪

の、深紅のペチコートを揺らしたり、イソッズ・タワー【17

世紀後半までダブリン市内に建っていた、デーン人の王の

愛人が住んでいた塔】のてっぺんから叫んだりする、他よ

りましな女どもの取り巻き連中にたぶらかされていると

言っている、と証言したのだ。【この時】法廷内にいたあ

る集団、ダブリンのボアーナブリーナ【ダブリンの１地区】

のダブリンっ子から叫び声がした。ミック、お願い、バナ

ガー【オファリー州にある町】からの胴元に気をつけて

ね！ オドンナーを出してよ！ エーッ！ 彼のアレを

見せて！ ブー！ もっと舌を使ってよ！ 唇はそれほ

ど使わないで！ この死者のいる、暗い舞台面となった法

廷において、この無神経な証人への反対尋問によって、幾

多の晩の中でも特にあの晩、３人の伏兵が置かれた時には、

そしてその場所では(88)（大雑把に言えば、主要な緑地の

高台にあり、その土地全体でただ１本のリンゴの木がある

ストップ・アンド・スィンク近く、ウォーターハウス【ダ

ブリン市内の貴金属・時計店】の中央ヨーロッパ時間で、

夕暮れから夜明けまでの間の約 30分間）、子供の祭壇を

仄暗く照らすほどの光も、ポツンと残った月から差しては

いなかったことが明らかになった。そこで、このトラブル

メーカーに対しては、ぶっきらぼうに、おまけに最も基礎

的な点がもち出された。つまり、あなたは、耳に聞こえる、

目に見える、直観しうる、食しうるこの【現実】世界の存

在が意義あるものとなっている幸運な仲間の１人なのか

という内容だった。自分は、そのことについては、まさに

経験的知識に基づいた、意欲的な、黙想的な思考の結果、

その通りだと確信している、というのも、自分は、最も意

義深く、生き、愛し、呼吸し、眠り、また音楽を聞くこと

で賢く肉体を形成させており、考える時、見る時、感じる

時はいつであれ、【現実世界のベルが鳴るように】ベルの

音を切り抜いて取っておく装置を作った【条件反射のこと。

パブロフはベルを聞かせて、犬に唾液を出させた】からだ、

と答えた。あなたはまた実際、彼の王という仕事、及び仕

立て屋としての仕事で用いられる名前が、虚偽の名前であ

ることも、そしてまた真の名前であることもはっきり認識

しているのか。特にその通りである。満足しているか。キ

ャッドがおそらく満足している程度に。嘘をつくな！ １

人になったらそうする。あれはモーバス【morbusは「病気」

の意味】か誰かだったのか。全くその通り。水曜日に生ま

れた息子だったか【童謡、Monday’s Childに「水曜日に

生まれた子供の心は悲哀に満ちている」とある】。結婚式

におけるサテュロス【ギリシャ神話中の酒と女が好きな半

人半馬の森の神】だった。それでこの嫉妬深い氏はどのよ

うにして学位に到達したのか。選挙人名簿に載るように。

巨大な奇妙な目と、大きな花のような耳と、共生動物が持

つ鼻と、ねじ曲がった人を裏切る口を持ったつむじ曲がり

の策士なのか。おそらく。あなたを襲って、徹底的に打ち

のめすことが出来るのは誰か。左にも右にも。主要人物の

中にはうんざりするような人物もいたか。その通り。転び

やすい足を持ち、名前を変えたヘルミンガム・アーシュイ

ン・ラター・エグバート・クラムウォール・オーディン・

マクスィムス・エズミ・サクソン・イーザ・ウェルキンゲ

トリクス・エーセルウルフ・ラプレヒト・イドワラ・ベン

トリー・オズマンド・ディサート・イグドラシルマンもい

たか。あの人物は不滅そのものの神聖なる聖エッフェルで

あった！ もう１度、それは沈黙してはラッパスイセンを

愛で、また沈黙してはラッパスイセンを愛でているチャド

リー・マグナル【シャルマーニュのもじり】であったか。

【答えはなし】２人の子供のスパイが葉陰から彼を値踏み

していたが、３人の邪な暴露者のいる森林から、彼のフロ

ックの裂ける音が、ほんの少し確かに聞こえてきたと、あ

なたは言い切れるか。もちろん、シンバルのような音が聞

こえてきた！ 彼はヴァイキングの何とかいう者の１人
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だったのか、エッ、どうなんだ。またロングのゴボゴボ流

れる樽に、アイルランド −− 苦痛 −− １つ −− ある、と奏

しながら、恵みの泉を出すこと【排尿】で気分を新たにし

たか。エドワード卿【アイランドの反乱者】がいなかった

ならば、また外科のフィリップ閣下の注水【彼の像には水

呑み場が設置】が欠けているならば、ポーター【黒ビール】

を賛美しながら、ファイブ・ランプ【ダブリンのノース・

ストランドにある五叉路】で、ガラガラ音を立てながら、

ビールの泡をもっと吸うことが出来るだろう。処女マリア

【売春婦？】とは。自分の人生はそうはならないであろう

が故に、彼の一生をダブリンの暗いため池に残してしまう

者たち。しかし言うまでもないことだが、時間があったら

彼は自分をテム【エジプト神話の日没の太陽神。しばしば

世界の創造神と見なされる】とでも呼べるであろうか。確

かにいつでもそう出来るであろう。彼が喜ぶのはいつか。

(89)１着になった時、そしてまた３着以内に入った時。証

人でもあったこの機関士を困らせようと、液を滴らせるこ

と【排尿】で、釜焚きの機関助手をイブたちは誘惑したの

か。聖なる神の化身め、一体どうしてあんなことをあいつ

らは思いついたのか。同じ夢を見る双子なのか。そうだ、

間違いない。２人とも１対のヒラ豆のようにそっくりなの

か。まさしく。だから彼は民衆の面前で民衆から追い出さ

れた、そうなのか。当局によって追い出されたのだ。一般

原則としてあの王子は自分を露出すべきではないのか。何

を知りたいのかね！ ロシアの同志なのか。まもなくガロ

ウェイ【スコットランド南西部の地方】人になると彼は言

うだろう。公正なる証人として、酔っていないことはない

か。大量の酒を飲んでいる。彼がタバコを吸うかどうかを

彼女が気にしていたかどうかを尋ねたか。もし彼が咳き込

んで痰を出したなら、そうはしなかった。彼がコルシカ人

のローンに向かって大声で叫んだことについてはどう思

うか。あれはいつものことで、再びもっと声を荒げ罵って

叫んでいた。あの上品な女性に分別があることは、我々は

疑ってはいないが、あの狡猾な女の黄色い水はどのように

変わっていったのか。いつもの通りであった。疑わないで

くれ！ もし持っているなら、彼の宗教についてはどうか。

また日曜日に教会で会いましょう、という程度であった。

男色家の洒落男であることは、彼にとってまさにどういう

意味を持っていたのか。フン、四旬祭の時自分のために祈

りを捧げていた豚紳士であるに過ぎない。中流階層に属し

ているのなら、ドアを食い破るくらいが、通常の人でなし

ぶりだったのか。夜になれば、財産を奪われた者に対して

ゲロをひっかけるくらいの有用な人物となった。彼らが軍

法会議を開くことを、彼は認識していたのかどうか。数あ

る日々の中でもあの日、彼は認識していた。ロンドンデリ

ーであれ、コークであれ、スケリーズであれ、門のない耕

作地の綴りを言ってみよ。ヘリオトロープ咲一滴雨無囲地。

誤った解釈をされていない限り、飼っている山羊に一定地

域の草を食ませる権利（規律励行夫人）は、その山羊の雄

親が死んだ時に消滅してしまったのか。まさにお偉い人物

にこのことについて話すことは彼には出来ないであろう

が、彼の義理の母親は棺桶の値段についての交渉方法を知

っていたし、彼女ならば彼らホイッグ党員にも物申せる、

時代の先を行くヴェロシピード【地面を蹴って走らせた初

期の自転車】であると、彼はその場で彼らお偉いさんたち

に言った。考え深げな顎づかいで、とりとめのない話し振

りだったか。発音については、なお一層秩序だったもので

あった。分流の末端ほどに細かいところまでそうなのか。

我々はそれを推奨している。なぜ山羊【好色漢のニュアン

スがある】なのか。無回答。急いであなたはどこから来よ

うとしているのか . . . 。イヤ、全く。火山の端にいて

目眩がしないのか。まさにその通り、実際している。それ

で彼は何歳でどれほどの変人か。彼はプル語【セネガルの

１民族プル族の言語】を習うつもりだった。２枚のシュミ

ーズを表す短いオガム文字【古アイルランドの碑文用文

字】、息子を表すオガム文字、あるいは上向きの線で記さ

れたフィンを表すオガム文字、頭３つが数えられる若者た

ちを表すオガム文字、意味を持っていたのはこのうちどれ

か。太陽が顔を出している中での茂みの下の太ももの間の

頭部は、蛇を誘惑し、ヒースの中で無数の民族を生み出す

であろうという意味になった。腕と鳥と色合いと聾唖を表

すオガム文字は、おそらく消えていないのではないか。確

かにその通り、手を使って表現した【オガム語は１種の手

話】人物であるジョタルフェーソンもまた消えてはいない

【ステュアート・マッカリスターの『アイルランドの秘密

の言語』には、「アイルランド語やオガム語のアルファベ

ットの文字の名前が、その単語の中のある文字の代わりと

なった。あたかも何らかの理由で不可解にも、Iasonとい

う人物のことに言及したいと思ったギリシャ人が、彼を

Iot’alphasonと呼ぶようなものだ」とある】。補足語を

使えば、変にセンチメンタルな人物ということか。猫に尾

があるのと同じくらい確実に、司教の叙階にいる人物だ。

それは実に素晴らしいことではないか？ 実際、まさに！ 

しかし孫文氏よ、ここにハンカチがあるが、(90)それを発

音する上での第２声【中国語の４種類ある高低アクセント

のうちの 1つ。上昇気味に発音する】は何故生じたのか！ 

殴打され皮のむけたボクサーのような顔のようになるま

で叩頭の礼をしたからだ。それ故、この太陽中心主義者【神

話を太陽と結びつけて論じる者】は、賭け率を同額賭金【す

べてのレースで１番人気の馬に同じ額の金を賭けること】

に設定することに挑戦して、労働者階級の【競馬の】ライ

ターから称賛を受けたのか。それによって、このゲームを

あまり好まなかったトッドとダイクとハリーの機嫌が悪

くなったのだ。【出走時の】旗の振り落としから出走馬掲

示前の賭け率提示までの間に生じたことが明らかとなっ

た好戦性に関して、キングズ・ヘッドからリパブリカン

ズ・アームズへと居酒屋を変えつつ、くすんだ星々と遅滞

した朝のゼンマイ仕掛け【目覚まし時計】だけでなく、時
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の翁の臀部【この世の終末】と公園を支配する雨というこ

の世を統治するものに対しても戦慄を感じていたこの時

の彼の心に、それはどのような影響を及ぼしたのか。それ

はキャティー・ゴラハーの丘【ブレイ近くの丘】全体にお

いてヴァルプルギスの夜祭が開かれた時の、怒り狂う炎で

あった。空に恐怖の雄叫びをあげるミカエルの剣、マグロ

の浮き袋を突き上げるニコラウスの長柄のフォークの叉

であった。争いを生じさせたか。存在した、争いは。正当

なる争いとあなたは言ったか。彼らが言ったこととあのス

ケたちが言ったこととの間のギヌンガガップ【北欧神話に

おける、天地が出来上がる前に存在していた巨大な虚無の

空間】であった、と彼は言った。では、中庭の真ん中にお

いてか。彼女たちはそれに触れてはならないのだ。その敬

虔なる２人というのは、サトゥルヌス【ローマ神話中の農

耕の神】が本拠地とした山の砦において、不幸な仕事に従

事していた【売春】２人の失望していた女勧誘員にすぎな

かったか。ソウ、マア、そんなところである！ それでキ

ャメル【ガマルとともにアイルランド神話におけるニュア

ド王治世の際の門衛】は彼の双子のもう１人のガマルに、

自分は君のことを知る必要がある、と言ったのか。まさに

その通り。それでこの時ガマルはキャメルに、そうしよう、

兄弟よ、と言ったのか。まさにその通り。そのことについ

てだけだったのか、悪名高き証人氏よ。そのことと、もう

１つ他のそのことについてだ。彼は狭苦しく薄汚いあの家

について何か言っていなかったか。あの女の穴から逃れら

れない時にはそうしていた。手短に言って、こうしたすべ

ての始まりは、結局どのような印象を彼に与えたのか。マ

ルティファームハム【ウェストミーズ州の村】の土手を決

壊させた亀裂のように。彼らが意味したことに彼は同意し

たのか。そうしたと彼が思ったわけがない。このトール【北

欧神話の神】は、トーマー【10世紀のアイルランドに侵入

したデーン人の王】率いる一隊の中の某なのか。ローバッ

ク【ダブリンの１地区】における最もあくどい腐った男だ。

人の話題に登ったのか。そして人間以下であった。もしそ

うなら、日本語を使っても、アア、彼は悪人ということに

なるのか。ウッ！ アア！ 簡潔に言えば、鼻や喉ととも

に、目も耳もあくどいのか。我々は間違っているのだろう

か。ショッキングなことだ！ 例えばパース・オライリー

が簡潔に、彼はしたかもしれないし、しなかったかもしれ

ない、と詠ったように、彼はあの晩しなかったかもしれな

い。実際、本当に。悪質なとんでもない売女野郎売女野郎

売女野郎売女野郎売女野郎売女野郎売女野郎売女野郎売

女野郎売女野郎売女野郎売女野郎売女野郎なのか、エッ？ 

まさに、その通り。 

 フン、何という売女野郎であることか！ しかし新たな

様相がこの件に加わった。この時、困惑して有罪の判決を

下せずにいた裁判長の席（人を裏切ることのあるこの裁判

長は、この場所で刑法のことで苦労していた）に向かって、

(91)この年長の、すべての臣民の王、大酒飲みのフェステ

ィが、数名の精力的な陪審員の要請で、泥の汚物のような

しっくいの外層【である証人】が退去するや否や、詩趣に

あふれた大声を爆発させ、証言のケルト語の通訳者を通し

て、クリスマスおめでとうと祝福の文句を述べ、神やすべ

ての名誉ある人々や王の臣民たちの前で、 −− ちなみに、

【聖パトリックに関わる】話に出てくる、囲いの中の食用

豚、王女クレオパトリック（雌豚）によって食べられた少

年の遺骨に注意せよ【豚によって食べられた少年の遺骨を

聖パトリックが拾い集め、生き返らせたという言い伝えが

ある】 −−、次のように言明したのであった。ダンドーク

【アイルランド北東部の港町】のティアニー【イギリスの

ホイッグ党の政治家】、あるいは他のティアニーのような

人物に対して誓って言うが、威勢のいいトルコ人に跡を付

け狙われようとも、あれ【自分の行為】は決して盗みなど

ではなかった。でもそれにもかかわらず、不遜な目と大き

な耳とならず者風の鼻、貪り食ったものが通る喉を持った

あの人物は証言したが、しかしその証言が何であれ、生ま

れる前もその後も、そして今の今まで自分は人に石を投げ

つけるようなことはしなかった、と。そして、人々がマル

ク王やアーサー王について語ろうとも、バアル【古代フェ

ニキア人の神】やアスタルテ【古代セム族の神】のところ

へ行こうとも、隣で開かれているパーティーに加わり、ポ

ーター【ビールの１種】の治めているところへ近づこうと

も、この偉大なる人物は周りを気にせずに、裏返しにベッ

ク・ノースイースターの防水コートを着、首を垂れ、一筋

の月の光ほどの希望を抱きながら、同じ法の地にいるちょ

うど髭を剃ったばかりのツルツル顔の読唇者に異議を申

し立て、どうか裁判官と言い、主であるキリストや、陪審

員席にいる紳士たちや、彼がダブリンを去った正当な理由

を何年も探し求めてきた４人の博士たちに対して、自分が

伝えようとしたことは真実だと断じた。すなわち、アイル

ランド人は悲運を穏やかな目で見る、不死の美酒の器であ

り、大陸のいかなる人間にも負けず劣らず善良なのだから、

朝のまどろみの前に、自分が街中の火刑の柱で殺されてし

まうなら、そうしたアイルランド人はこの世界の、もう１

つ別の世界の、いかなるところであれ異なる世界の、この

都市の、光景や光を見ることを求めてはならないであろう。

それはまさに今自分が証人席に座っているのと同じくら

い本当のことだ。あるいは、もし自分の豊穣な全人生にお

いて、最も神聖で十分祝福される時【死】までに洗礼を受

けるその前であれ後であれ、自分の大法官としての手をあ

げて、死に至らしめる棒や石という神のみしるしを取って、

人や雌山羊や救世軍に投げつけることがあったとしてし

まうのであれば、そうしたアイルランド人は、ワルハラ城

にいる英雄たちとともに、鷹たちが飛んでいく方向に存す

る、見知らぬ火の偶像神の健康と富とを讃えるための、尽

きることのないウィスキーの杯としての角笛を、統御し吹

き鳴らすことを求めてはならないであろう（あなたたちに

礼など決してしない！）、と断言したのだ。ここで半ば跪
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いた格好で、キャッスルノック【フェニックス・パークの

中にある丘の名前】の出没者は、ぎこちなく神聖なる彼の

手を挙げ、ローマン・カトリックの信仰のしるし【十字】

を形作ろうとした(イエス・キリストよ！ −− この男は興

奮のあまり権威あるカスティリャ語【標準スペイン語】を

打ち壊した。(92)そうした状況の中で、傍聴人は彼を腐っ

たシチュー【元来はオジャポドリーダという豚肉と豆から

なるスペイン風シチュー】として虐げ追い詰めた）。する

とすぐ様、ホールにいた自宅所有者たちのあちこちからド

ッと笑い声が起こり（ハ！）、メセグリン【ウェールズの

蜂蜜酒】によって心を和らげていたこの証言者も、気が進

まないながらも、ただただ非常に女っぽい品の悪さを見せ

ながら、この笑い声に加わった。（ハ！ハ！） 

 大酒飲みのワインドアップ【ショーン】の陽気さと酔っ

払いのピンター【シェム】の陰気さとは相対立するもので

あるが、前者と後者それらは、その対立化と同じくらい巧

妙に、対立するものどうし同一化をなしている。この同一

化は、あなた方も持っている、ただ１つしかない自然力、

精神力によって進化したのであり、諸所にその現出が見ら

れる。そしてその自然力、精神力はその諸所における現出

の唯一の条件、あるいはその現出のための唯一の手段とな

っている。またその同一化は、【元来は】２者の相克の融

合性による再統合のために両極化されている。彼らの２つ

の宿命も顕著に異なっている。一方、バーのメイドたちは

（30−2人、恒星月の人数）、春の花々が「郵便配達人ショ

ーン」とつぶやくと、喜んで押し合いへし合いされている

者【ショーン】の周りを飛び回り、褒め称えた。そして、

とても素敵な好色漢に彼を任命し、魅力的な若者と賛辞を

贈り、彼が周りに思慮分別を利かすと、彼の巻き毛（アア、

この感触！ この香り！）にヒヤシンスの花を挿し、キス

を彼の頰に送り、彼女たちの男性にアイルランドの薔薇

（その素敵な色合い！）を贈り、彼のために素敵な新しい

ネクタイを結んでやり、おいしい砂糖入りキャンデーを与

えながら、ゴリウォグの人形を「私の金髪の、可愛い、飛

んで走る郵便配達人」に指でつまんで渡し、疲れを知らな

い若い女性たちは全員生き生きとし、今を盛りに大いに楽

しい時を送ったのであった。アーメン。しかし実に次のこ

とがまさに観察されたのだ。皆が彼を崇拝している中、ど

ういうわけか、その場にいた者のうちの１人が、全員の中

の１人が、「月のシスター純潔クラブ」の代理となって、

彼を貶めようとしていた。それはたった１人皆から離れて

いた、愛の表情を浮かべた、躍動的な、マギリカディーズ・

リークス【ケリー州の山並みの名前】のジェンティア・ジ

ェンマ【日本語化すれば「リンドウの宝石」。この場合は

イシーのこと】であった。この時彼は、純粋な賞賛の気持

ちで顔を青くし、理性を失い、押し黙って、体裁に構わず、

ぎこちなく、相溶け合う輝きの中で、彼女の微光に入って

いく羞恥の中で、彼を圧倒する彼女への愛に心を奪われて

いくように思えた（若く、美しい彼は彼女の男なのだ。彼

女は彼を手にしたら、彼女のママに知らせるだろう）。そ

してついに、妖精としての彼女の荒々しい願望は、彼ショ

ーンの深い闇の奥底へとまさに音楽的に溶けていった。 

 そして一方４人の裁判官ウンティアス、マンキアス、プ

ンクフス、ピラクスは、ぼんやりして（というのも、結局

それをまさに引き起こしたこれというのは、単にそれが生

じさせていたことの結果ではなかっただろうか）カツラを

１つにまとめておいたのだが、(93)行った立派なことと言

えば、ノランズ・ブルーマンズ【フェスティ王】に関して

不変の評決を言い渡すということくらいであった。それに

よって、知り合いのすべての英国人を殺害した王は、ポケ

ットを空にすると、そこに何も入っていないチュニック

【軍服として着る上着】を引きずりながら、無罪の状態で

裁判所を急ぎあとにした。そしてそうなったが故に、自分

が真に上流階級の人間であることを証明するために（面白

いでしょう！）、ズボンの目隠し用のつぎはぎを見せびら

かしていた。このスイス教皇護衛隊員の、教皇庁といえど

も宮廷風の見栄えに対し、高貴なる紳士よ、今日のお身体

の調子はいかがでしょうか、と【誰かが呼びかけた】。す

るとこの大酒飲み（我々はこの男の受けを狙ったたわ言や

言葉遣いに対し、心の準備をしてはいたものの驚愕する羽

目となった。そしてバーナーから出るガスの悪臭のように

それを感じている）は、トマス・アクィナス的人物さえも

が持っている、ブリキでできた胃から発せられるような、

42年間放置された生ハムやなめし皮から出るような、ワイ

ンの悪臭を漂わせて返答した。それ故30マイナス２人の支

援者たちは、全員声を響き渡らせ、弁論趣意書を引っぱり

上げながら、戦争の時に出すような声で「

あの土方の旦那を遠ざけて下さい
シ ャ ン  ザ  パ ン マ ン

！」と叫んだ。そして無

事何事もなくこの女性的な教区の気取り屋（よく彼はそん

なことが！）は、女性の援助贈与者に大いに感謝し礼の言

葉を述べつつ、その場から直ちに真っ直ぐ家に、つまり「薄

暗い酒瓶の住居」に向かい、介助者の手を借りつつ到達し

た。そしてそこに（というのも、彼は真の鹿たるエサウに

似て、本質的に鹿のように臆病だったのだ）彼は閉じこも

った（動物園だ）。泥だらけの囚人のように。そして実際

彼はそうであった（債鬼め！）。その間貞節を重んじる教

会の鐘は一斉に次のように叫んでいた。お前及び、我らの

父に対するお前のゴミクズのような口達者ぶりよ。そして

こう怒鳴っていた。恥を知れ！ 恥を知れ！ 恥を知れ！ 

恥を知れ！ 恥を知れ！ 恥を知れ！ 恥を知れ！ 

 そしてそうした状態ですべては終わった。上首尾、喜び、

任務の遂行、啓発といった状態で終わったのだ。こうした

結末の原因についての手がかりは詩に求めよう。そしてそ

ういう状態の中で、誰もが人々の不平不満を耳にしたので

あり、すべての人が人々の称賛の声を聞いたのだ。手紙

だ！ クズのような手紙の話に進もう！ そしてそれは

早ければ早いほどよい！ 鉛筆と化した眉墨で引かれた
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眉についての、ペンと化した口紅で書かれた手紙だ。単語

を借り、問いを投げかけ、人の文章を盗み、石鹸のように

話を滑らせている。黒髪のラザ・レインからは嘆息と涙と

を、レズビア・ルーシーからは目の光を、独りぼっちのク

ーガン・バリーからは矢のように心を突き刺す歌を、ショ

ーン・ケリーのアナグラムからはその名前への羞恥心を、

「私はサリバンだ」からはあの甲高い足音を、苦しむダフ

リンからは踏み越し段【牧場などにある家畜を通させない

ための階段】に座ることを、キャサリン・メイ・ヴァーノ

ンからはおそらく相当なものと思われる努力を、フィルザ

ポット・カランからは彼の我が愛しのスコットランドの愛

人を、賛歌作品番号２「フィル・アドルフォス」【「恋人

である私の兄」の意味】からは、倦み疲れた時のオー、疑

い深くなった時のオーを、「君と同じ」のサミュエル・リ

ーヴァー【サミュエル・ラヴァーはアイルランドの作家】、

あるいは「この野郎」のダニエル・ラヴァーからは、あの

愉快な老いた意気地なしを、あるいはあの退屈した散歩者

を、ティム・フィネガンの無力な一族からは、彼の精神を

呼び覚ますだけの力の欠如を、(94)女の子同士の芝生での

結婚式からは、男性同性愛者の偉大さを、パル・マレンや

トム・マロンやダン・メルドンやドン・モールドンからは、

マルドゥーンがモアテ【ウェストミース州にある町】です

る、表面のなめらかな杖を使ったピクニックを【それぞれ

借りてこの手紙は書かれた】【look like Muldoon’s Picnic 

は、「至るところが汚れている」を意味するフレーズ】。

この手紙は、彼の汚れた女によって救われた頑健な男につ

いてのものだ。口なめらかに冗談を飛ばす男の話だ。山頂

で囁くこの楡の木は、傷つき嘆き悲しむ石に語ったのだ。

風がその語ったことを漏らした。波がそれを運んだ。葦が

それについて記した。馬丁がそれを持って走った。手がそ

れを破き、荒れ野は戦闘状態となった。雌鶏がそれを取り

戻し、苦境が平穏を誓約した。それは巧みに畳まれ、罪が

中に入ったまま封印され、娼婦によってくくられ、子供に

よって解かれた。それは人生ではあったが公正なるものだ

ったか。それは自由に書かれていたが、芸術作品であった

か。丘の上のその老いた男が完璧なまでにそれを読んだ。

それは母親を陽気にさせ、イシーを大いに恥ずかしがらせ、

シェムから輝きを奪い、ショーンを恥辱へと陥らせた。し

かしウーナ【アイルランド語で「空腹」の意味】とイータ

【アイルランド語で「喉の渇き」の意味】は【手紙の中に】

喉の渇きとともに空腹を見出し、主任司祭代理のアグリッ

パは、彼の悲歌の中で、三重苦を綴っている。アア、果実

を恐れよ、臆病なダナイスたち【ギリシャ神話中のアルゴ

スの王ダナオスの50人の娘】よ！ １個のリンゴ、私のリ

ンゴ、女は自由だ、そしてまろやかでもある。2人の女は

自由な時にまろやかなのだ。そして我々は非常に深い憂い

を抱えるのだ！ アーモンドのような目をした１組の追

従者と、１人の老いたロブスターのようなずんぐりしたド

テカボチャと、狡猾な道を歩んでいる３人の干渉者たち。

このような具合で彼の敬虔なる息子の罪から、ある都市が

興ったのだ。ゆったり座りながらも次々に。フィンよ、フ

ィンよ。楽しく面白く。サア、教えてくれ、教えてくれ、

教えてくれ、次を！  

           それは何だったのか。 

           A . . . . . . . . . . . . . ! 

                      ?  . . . . . . . . . . .O! 

 マア、諸君がご覧のようになり、また登場人物も以上の

ような次第となり、彼らとともに４人の判事はすべてが終

わって、再び彼らの王座部監獄【ロンドンにあった債務不

履行者を収容した監獄。1843年に廃止】である記録保管室

の中の、秘書官ラリーのいる判事控え所に備え付けられた、

昔ながらの伝統的な法のテーブルの周りに座り、幾多のソ

ロンのような名立法者たちのように、前と同じく再びこの

ことについて話しあった。完全に偏見にとらわれない裁判

について。統治者たるこの王のことを。共犯証言【検察官

の約束を受け、起訴を免れる目的で、犯罪者が共犯者に関

して行う証言】に従ったことについて。神に誓って宣誓す

ることに関して。「祝祭」と「どんちゃん騒ぎ」と「リン

ドウ」と「ベッツィー・ロス【星条旗を作成したとされて

いる女性】のような鉄面皮の女のベチコート」【４博士】

は。そして１本のドクムギ【ロバ】のことを忘れてはいけ

ない。彼ら４人と法廷への謝意は最早存在しなかった。だ

から豪奢な時間のためにポートワインを渡せ。それならそ

れで仕方がない。アア、どうだ！ それで君は覚えている

かね、「悪しき父親シンドバッド」、又の名を「偉大なる

呼び方不詳」、昔からのあだ名は「汚い父親パンタローネ」、

専売独占業を営み、２本の薔薇が戦いの背景をなし、シャ

ーマン的な司祭である勝利者ミカエルが関わった人物、

(95)教皇と老いたミノス【ギリシャ神話中のクレタ島の王。

死後は冥界の裁判官】とヨーク大聖堂の特赦を得る前のこ

の人物のことを。私が気にしているかって。私の気に障る

のは、貿易風が吹いている日に漂ってくるバリーボー【ダ

ブリン北東部の都心区域】の肥やしの仕事の匂いのような、

あの男から出る匂いだ。そして彼をからかい赤面させ、彼

にいたずらをするグレイス・オマリー【16世紀のアイルラ

ンドの女海賊】やオブライニーのような品のない少女たち

も嫌だ。今日は体の調子はいかが、北の旦那さん。私の邪

魔をするなんて！ あら、ごめんなさい！ 湾を越えて行

ってしまったわ。誰かさんと誰かさんが出会ったら！ ア

ア、神よ、南方のすべての鳥たち、ジミーとかジョンとか

が、彼らの憧れの離婚したミンクシー・カニンガムの後を

追って彼女の恋人になろうとしていた時、何故彼は百日咳

の兆候を起こしたり、酔っぱらって死ぬほど咳き込みなが

ら、あの古いガスメーター【自分の口臭】を気にかけてい

たのだろう。待て！ 我々の島には他に３カ所、コルクの

浮きを設置すべきところがある。もちろん私がうまく彼

H2CE3に、その臭いが町のみんなの息を止めてしまうと伝え

てやってもいい。神と私だけが、私自身のことと同じくら
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いに彼のことを知りすぎるほどによく知っている。つまり

どうやら足が悪いらしい彼の馬に胡麻の種の入った袋を

担がせて、ハアハア言いながら、この白い目をしたカフィ

ール人【一般的にはアフリカ南部の黒人のことだが、特に

イギリスのミュージックホールの芸人D・H・チャーグィン

を表す】は、キー・ウォールを、32番地を通り11番地まで

歩いていた。そしてザーメンのような臭気とその臭気に彩

られた声を発しながら、ひどく大きな茶色い安物の煙草の

煙を吐き出していた！ ネエ、お父ちゃん！ お人好しの

人物の金髪の子供であることを、僕が喜んでいると思った

んだね！ 素晴らしいことだ、と彼は言う。ありがとよ！ 

さよならね、と私は言う！ アア、そよ風が！ 誰よりも

長く私はこいつの匂いを嗅いだのだ。これは私が西部にい

て、祖父になった時【孫ができた時】のことだ。彼女、赤

毛の女の子と私が、シカモア・レインで初めて夜を一緒に

過ごした時のことだ。我々はタンポポの花々の中、ひんや

りとした紫色の欲情の黄昏に包まれ、はしゃぎながら、楽

しくおさわりの遊戯【セックス】をしていた。彼女が言う

には（私のことを言ったのであるが）、私の草原の香りは、

彼女の地下の火を消したのだ。そして私はあの大きなビー

ル会社の質の悪いビールとのお付き合いを発展させるよ

りも、君の純粋な山の草々の露をありがたくも一啜りした

かったのだ。 

 そしてそうやって、この４人の酔っ払いの年代記編纂者

は、ずっと、これまでになく、再び長い間議論を続けた。

彼女の以前の誰かさん及び彼のその後の居場所と自分た

ちとの関係について、ずっとずっと遠くで彼女の姿を見失

った経緯について、彼が近くの【川の】深みにはまって死

んでいるのが見つかった経緯について、せっせと働いたこ

と、ぺチャクチャ喋ったこと、苛立ったこと、ガミガミ言

ったこと、ため息をついたこと、喘いだこと、泣き喚いた

こと、そして（シーッ！）春に別れたこと、そして（君も

そうした！）ボイコットしたこと、醜聞を広めたこと、当

時（起こった）純然たる戦いのこと、生き、死にそうにな

り、価値判断をし、ナンズベリー広場で乗りまわしたこと

を。そして茂みの中のすべての蕾のことを。(96)そしてそ

の笑っている雄ロバも。よく聞け！ よく聞け！ よく聞

け！ その薔薇は暗闇だと白くなるのだ！ 公園にある

薔薇につきまとった結果、鼻がサイの鼻になった奴がいる

のだ。そういう訳で、すべての悪道は押韻に通じる。そし

てリル・トリル・ラ・パ・アン・ヒル【"Lille Trille laa 

paa en hylle"はノルウェイの「ハンプティ・ダンプティ」

に似た童謡】についてとか、９着のコルサージュ【婦人の

胴着】を持っているニール【「９虜囚のニール」は４世紀

のアイルランドの王のこと】の夫人のこととか、彼らの祖

父である老いたマルケ王の話とかについて、酒を飲みつつ

互いに否定しあいながら、それに、本当に、男らしい男の

中には侯爵となっている人物は全くいなかったとか、噂の

種となっている変人の親愛なる鎧を身に付けた恋人氏【ト

リスタン】のこととか、チャペリゾッド近くの古い家のこ

ととか、彼ら４人が昔ながらにミルタウン公園で【ジェズ

イットの研究施設がある】、ハンサムなウィスパラー神父

の下で静修に入ろうとした時よりずっと前には、あらゆる

事態が確かに非常に間違った方向に進んでいたとか、彼女

は花言葉を口にしながら、彼のあれを使ってセックスする

のだとか、彼女の身体はお粥みたいに柔らかく感じられる

とか、まさにあの娼婦たちは両方ともに、我が愛しの若き

小さな姉妹たちではなかったか！ それに（覗いてみろ！）

庭で排尿するのは最も不適切ではないか（小さい管か

ら！）、チョロチョロチョロと、とか、お願い、ママ、男

の子とイチャイチャしに行ってもいいでしょう？ お馬

鹿さんの田舎者たちは馬丁を連れて出かけちゃったし、と

か、いかにして彼ら【シェムとショーン】は彼女【イシー】

を扱い、彼女をジッと眺め、彼女をリラックスさせ、彼女

を抱擁したのだろう、とかを【彼らは議論していた】。僕

は君とは意見が違う！ 自信があるのかね。すまないが、

君の言うことは嘘だ！ そんなつもりはないよ。君は別だ

がね！ それでラリーは彼らにとっての平穏を妨害し続

けているのだ。哀れなのらくら者のローリー！ ギブアン

ドテイクにしろ！ 過去はなかったことにしよう！ そ

うすればすべては忘れ去られるであろう！ アア、残念な

ことだ！ 彼女の親切の対象について、また、ににににに

ににに人間が支配する時代の本来の形について言い争う

ことは、あまりにあまりに悪しきことだ。そうか、分かっ

たよ。本当に。では、握手だ。それでもっと私たちに注い

でくれよ。後生だから。そうならそれでよい。 

 それで？ 

 それで、ぼんやりと星の配置を見ている者（天がこれを

助け給っている！）が、天空にある未知の天体の全貌を解

き明かすのと同じくらい偶然に、そしてまた、あらゆる人

類の話し言葉（大地がそれを捕えている！）が、吃音のま

ねをしているひょうきん者の発話の語根から、計り知れな

いくらい深いあらゆる真っ当な意味をもつ言の葉を付け

加えるのと同じくらい控えめに、このような明らかに秩序

だった作り話をこしらえることが、真実中の真実を明るみ

に出す、そうしたことになるはずがたとえないにしろ、我

らの精神病の専門家の考えによれば（全世界の判断は信頼

できる【聖アウグスティヌスの言葉】）、このように死ん

だまねをすることで、我らの聖なる好奇心豊かなご先祖様

は、彼の子孫である諸君らに対して、また魅力ある相続財

産共同所有者であり、彼の尻尾の１本１本の毛である我々

に対して、最善のやり方で彼の尻尾を守り抜いたのだ。あ

らゆる種類の猟犬たちが、(97)全世界に声を伝える角笛を

もって狩りに参加していた。強烈な臭いを手がかりに、何

が何でも獲物の喉を噛んで振り回してやろうと、逃げる猶

予を与えられた彼の後を躍起になって追っていた。足跡を

も手がかりにして！ この動物、白きライオンの方は森を

出て、マリナホッブ及びピーコックタウンから、クリスマ
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スの時期の温暖な「ハンフリーズ・チェイス」という教会

領を越え、まさにタンカーズタウンへと進んだ。そしてこ

の動物をレーヴェンズタイル・フィッツ・アース氏所有の

バセットハインド犬という勢子【狩りで鳥獣を駆り立てる

人夫】は、初めのうちある種の熊と見間違えられながらも、

この追いつめられたる者を走らせ、レイズタウンやホーロ

ックスタウンを通らせ、宙返りさせ、また再びタンカーズ

タウンへと戻らせたのだ。相手をまこうとチーヴァーズタ

ウンを急に向きを変えて走っている、よく聞こえる耳を持

った野うさぎを犬たちは追いかけた。ロッホリンズタウン

とナッツタウンを通って、牛の囲い地のところで彼らは嗅

ぎつけた。しかし、見よ、好機が訪れ、ついに「轍の丘」

のところで、普通よりも厚い綿入れの入った真冬用のコー

トを着ている姿を最後に、彼の姿は見えなくなった。大き

なロングブーツを履き、走って北東にある自分の下宿屋を

目指していた彼の姿は消えてしまったのだ。この時耳の聞

こえない狐がとるような死んだ振りをして、奇跡的にから

すに餌を与えてもらいながら、彼は森の中に身を隠してい

たのだ。そしてまた、こぶ胃、網胃、葉胃、皺胃に、シナ

モン味のシェリーの入った、固まったクリームが乗ってい

るシラバブを流し込むことに支えられながらそうしてい

た。狐ルナールは助かったのだ。そういう訳で猟犬たちは

急ぎ家に戻った。内臓を再訓練しながら持続力と忍耐力を

持つことは、【彼を非難する社会への】反駁であった。そ

う反駁することで、かつて街路もできていなかった、未発

達のこの街で、にかわ質の肉汁と格闘しながら【「グルー

家やグラヴィー家と敵対しながら」の意味にもなる】食事

をしつつも、彼は温泉に来るような者たちの束全体に、幾

分かでも打ち勝っていたのだ。無意味な暴力や憎悪や罵倒

は、ほぼ完全に、相手を攻撃することや相手の権利等を奪

うこと、列車を脱線させることや橋梁を破壊すること、相

手を激怒させることや相手の利益等を侵害すること、船旅

中のムガールの偉人や下着姿の皇帝を苦しめることや彼

らの人間性を踏みにじることに繋がっていくのだ。 

 しかし躊躇は人に害を及ぼす。ためらいは人を呪縛する。

彼が受け取ったものは、ヘイヘイヘイヘイ、内気で不機嫌

な、引っ込み思案のハンプティー・ダンプティーと同じよ

うに、灰のような、忍び笑いを誘う、擦れた、ボロボロの

尻尾なのだ。 

 集まっている者たちは囁いた。ルナール【狐】は遅鈍だ！

と。 

 彼の活動の日々を皆恐れていた。欠伸をしたのか。あれ

は彼の胃からだ。ゲップの音は？ 彼の肝臓のせい。プン

とくる臭いは？ 彼が食ったものから。タラによる悪臭な

のか。アア、何ということだ、奴を引き渡せ！ 【以下、

裁判所から姿を消したあとの HCEについての噂が様々に語

られる】フッガー家の広報部によると、彼は自らに鉄槌を

下し、完全に体力を消耗して横たわり、体力と同じように

心理的にもメランコリックな死を迎えたということであ

った。農神祭の三日黙想のために、彼の爺さん召使いが双

子の息子たちを公共広場に連れて行っている間に、彼の女

は娘を産み、(98)100 名もの男たちと、ブツブツ不平を言

っている女たちとによって、そのしわがれ声でのクリスマ

スキャロルの歌『ひいらぎとつた』でもって歓待され（ロ

ンドン警視庁の話による）、そしてまた、ヤドリギにより

その将来の幸福が推し量られた。大きな爆発音が響いた。

その後広範囲に静けさが広がっていた。状況報告は、「沈

黙」であった。最近の噂話はその報告を非現実的なものに

した。騒音あるいは心の重荷が彼の目を見えなくした。全

くの盲目となったのだ。火花が飛んだ。彼は再びこの国を

逃げ出し（開け、ゴマ！）、難民となった。ベッドボード

を突っ支い棒として、地下を通ってこっそりと故郷を抜け

出し、この頑固者は、当世風のフィンランド船籍のスクリ

ュー船「アルサ【アラビアの女神】」号の、オランダ製の

タンクの底にじっと隠れて密航し、大アジア【小アジアは

トルコのこと】で、７世代目の新たなイスラム風の名前と、

コルネリウス・マグラス【18世紀の実在のアイルランドの

巨人】（通常であれ異常であれ、悪しき年寄りじみた性格

であった）のような体躯を得、その大アジアで彼は、アラ

ブ人として、通りの角で、ペテロ献金ならぬパラ【トルコ

の昔の銅貨】での施し物のことで執行官たちをひどく悩ま

せた一方、劇場におけるトルコ人（最初の興行は全くの崩

壊状態。この王は 11 回の詐欺）として、豊富な彼の万能

の箱から、ベリーダンサーたちにトルコの硬貨を投げつけ

ていた。電線が唸った。一般に広がった人々の驚きは、気

の毒に思う気持ちに助けられ、穏やかにも彼の生存に期限

を設けた。すなわち、彼が目にしたことは、一家の司祭で

さえ希望を捨て、彼の残りの日々に区切りをつけてしまっ

たということであった。そして彼は、創造主に召還され、

スクラップ化されてしまった。人々のさえずりは国境を越

えていった。悪名高き個人的疾病（世間一般に様々な形で

存在する性病に関わる疾病）が、即座の終局を宣言し、彼

の悪徳に満ちた行動の循環を終わらせた。きっぱりと。ジ

ャムが壺の中に入っていた。彼は酔って睡蓮で飾られた池

の中央まで入って行った。浮力のある水の中をこの魚の王

はあえて進んで行ったが故に、体にきついシャツがニッカ

ボッカに触れてしまう【溺れてしまう】ところまで行って

しまった。しかしこの時、第１級の援助者である漁師の手

が、深さが数フィートは確かにあると思われる半ば清らか

な水から彼を救ったのだ。傘は広げられた。情報を引き出

そうとする【競馬の賭け？】男から彼が何杯か飲ませても

らったアンブレラ通りで、親切な職人ウィットロック氏が

樽を１樽彼に与えた。あだなと添え名、つまり神の意志が

及ばない、その人物の所業に基づく異名との間に、どのよ

うな力ある言葉が急速に生み出されたのか。イギリスの国

会議事録によると、それが、それこそが、ダブリンのハサ

ミムシをこの街全体のすべてのパブに行きわたらせてい

るのだろう！ バティーは警棒の力を信じているし、ホー
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ガンはホッド【煉瓦や漆喰を担いで運ぶための柄のついた

箱】の音を耳にする。しかし店の主人は鉛筆削りの方が好

きだし、コープとブルは剣玉遊びにはまっている。そして

このキャシディ −− クラドック【ブッチ・キャシディはア

メリカの強盗団ワイルド・バンチの頭目の 1人。またクラ

ドックは clad dock とすると「服を着た被告人席着席者」

の意味になる】は、【幼児の頃は】歩き回り、決して天秤

の皿の上などではなく、ゆりかごの上で夢を見ていたのだ

が、今は静かに、パブの中で注意深くワイン架の向かい側

で、後ろが上げ底の手箱を手元に置いて何度も賭けをして

いる。どれだけ不満が出たことか、何と度々証言が出たこ

とか。戦いが言葉の中にあり、そして酒樽が世界となって

いる。楓の私も、柳の我々も、ヒッコリーの彼も、イチイ

の諸君自身も。何と１羽１羽のすべての鳥も彼のことをさ

えずっている！ (99)暁の金色の栄光の時から蛍の微光

の時まで。我々は寡黙でないとしたら、下品なおしゃべり

屋だった。どこでも創世記などには関心はなかった。雨音

だけが聞こえていた。永遠に降り続けよ！ パチパチいう

音が痙攣のように聞こえていた。人間の害虫が、数々の泥

だらけの街路を経巡ってきては（循環しうる！）、また経

巡ってくる（過ぎ去った！）。またここに奴がいたぞ（息

を切らしている！）。もっと厄介な騒音が起こった。奴は

野放しなのだ。そして（何て奴だ！）、奴はどんなところ

にでもいて、巨大な立像となった、男っぽい所作の、かな

り太った 40 歳代の元尼僧「デブッチョの巨人」に姿を変

え、あらゆる人に気ままな振舞い方をすることで、人々の

注意を引きつけるであろう。アンテナが沿岸地方のラジオ

の聴取者に、重税を取り立てる、同じ市民の徴税官が持っ

ていた小カバン、キルト、スポーラン【スコットランド高

地人がベルトから下げて使った袋】、ネクタイ、帽子の房、

袖なし戸外着、防寒がなされたボロのマント、V.P.H.と読

めるその徴税官かかりつけの仕立て屋（ベアンズファーザ

ー【英国の漫画家、第１次世界大戦の漫画が有名】）のラ

ベルが、スコールドブラザーの洞窟【ダブリンのアーバー

ヒルにある地下の洞窟】近くで見つかったことをブンブン

言いながら伝えると、いかなる野獣が、狼が、反逆者が、

４ペンスの価値しかない修道士が、彼を貪り食ったのかと、

震え上がった人が何人かいた。モールス信号が幅広く送信

された。白い汚れなき喜びと暗い慟哭とをワルキューレた

ちは誘発する、と。少年たちが言い張ったことだが、週末、

聖霊降臨祭の時に、彼の家の裏門に、名前と肩書きがイン

クで書かれた板が打ち付けられていて、そこには退廃的な、

糸のような、小塔状の、煉獄に封印されているような文字

が、アイルランド語の早書きの筆写体で次のように刻まれ

ていた。ここを退け。しかめ面の乞食め！ 優秀なる者に

場所を譲れ！ 命令だ。貧乏人の能無し男め。内容はこの

ようなもので、ペンテコステ派【20世紀初頭のアメリカの

聖書原理主義の１宗派】が口にするような冗談は一切ここ

にはなかった。たとえ彼の一族がどんなに社交的であろう

とも、また剛勇さに溢れ、思慮深さがはっきりと分かる彼

の発言が、どんなに巧みで、学識があり、賢明で、狡智で、

理解力があり、明確で、深遠であろうとも、また彼がたと

え隊長だったり、伯爵だったり、将軍だったり、陸軍元帥

だったり、王子だったり、王だったとしても、また、人柄

が切り裂き魔のマイルズ【19世紀から 20 世紀にかけての、

兵士マイルズ・オライリーのこと。イタリアで教皇側の軍

司令官となり、のちに国会議員となった】で、ブレフニ帝

国【ブレフニはアイルランドの古代の支配的一族】に幾多

の殺人用の館を持ち、テュリーモンガンの丘【アイルラン

ド北部にある、ブレフニの族長たちの就任した丘】に就任

式の場所を所有していたとしても、実際光線の階層のよう

に、また執拗な薔薇十字会の会員のように、多様な形の殺

人が実際にあったのであり、彼をバラしたのはまさにあの

マクマホンの奴ら【マクマオン家は起源をアイルランドに

もち、フランスで経済的、政治的に成功した一家】だった

のだ。ヴェルダンの戦いで、防御している兵士たちが彼を

放置し、もぎとられ直立した彼の右手は、自然色のアップ

ルソースのような血で覆われた状態にあった。実際太った

者も痩せた者も、大抵の場合クロンターフに居住できる階

級の数多くの篤志家（例えば、ジョン・ボイル・オライリ

ー大佐【アイルランド共和主義同盟の一員】）が、 (100) 

あえて３カ国語で書かれた３週に１回発行のダブリンの

雑誌サタデー・イブニング・ポストを、借りたり譲ってく

れと頼んだりして、いわば３人との同志である者が、陸地

であれ水中であれ、全く酷い死に方をしたということを一

時だけ確かめ満足しようとさえしたのだ。『トランジショ

ン』【フランスで 1927 年に創刊された文芸雑誌】も彼に

ついて震えながら叫んだ。海だ、海にいるのだ！ 彼らの

希望は黙すのか。マクファーレンには嘆きの気持ち【『マ

クファーレンの嘆き』は、トマス・ムアの詩に付けられた

曲の名前】がないのか。彼はバーソロミュー・ディープ【ペ

ルー、チリ沖の海溝】の海面から何リーグも下の深みに横

たわっていたのだ。 

 新聞だよ！ 新聞！ ここで売ってるよ！ 総督が美

少女の女子校を訪問したよ。３人のアイルランド人の子供

は、フェニックス公園のスカンジナビア人の巨人と一緒に

いた。ビール好きの女は、乱暴者の下品な金持ち農夫を口

汚く罵り、一発お見舞いしたよ。 

 しかしそれにもかかわらず、彼らの聡明なる同時代の小

市民たちは、この救われない難民が自殺に見せかけて殺さ

れた次の日の朝、ちょうど蛇が樫の木を伝ってゆっくりと

ビーバーの公爵のいるところに下っていくように、(諸君

はサケの町パルティーンのライムストーン通りにおいて、

１本のアメリカポプラから異国風の琥珀色の液体が滲み

出るのを見、これはロッキーモミであって、貴賓あるノー

ブルモミではないのではないか、と叫んだかもしれない)

９時 15分前に、彼の改悛を懇願しながら、教皇の不謬性

を表す大釘のような煙が、クウィントゥス・センティマク
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ス【訳すと「100戦錬磨のコン王」。コン王は紀元２世紀

のレスター地方のアイルランド王。この場合は教会名か】

の斑状変成岩でできたバター・タワー【フランスのルーア

ン大聖堂にある塔】の７番目の破風から、時間ぴったりに

流れ出るのを見た。そして午後 10時 30 分に、彼が永久不

変の存在になることを誓う言葉が語られる中（目の見えぬ

預言者を見よ。我々は長い年月耐えているのだ）、消える

ことのないランプであり、ジッグラト【古代メソポタミア

の巨大な聖塔】の内部半分を広く照らし出すかがり火であ

り、名誉昇進辞令書に名前が載り、立て髪が黄褐色の、静

かに揺れる青き足をもつ破壊の飛竜であるこの傑出した

男と、棒付き飴のような女は、人生の長い間（アア、長い

こと！ 何と長いこと！）苦難の夜を送ってきた中で、良

質のガラスをはめ込んだ無目【ドアと上の明かり取り窓を

仕切る横木】と、光を導き入れる 1枚 1 枚のガラス板から

なる窓から差し込む赤い光に照らされていたのだ【教会の

ステンドグラス】。 

 それ故どのように考えようとも、次のように言ったり考

えたりしてはならない。すなわち、この聖なる建物にいる

囚人は、たとえ骨なしのイーヴァル的人物【「骨なしのイ

ーヴァル」は９世紀のバイキングの首領のこと】であれ、

厚顔のオラフ的人物【オーラフ・ザ・ホワイトは９世紀後

半のバイキングの海賊王】であれ、せいぜい１つの削り取

られうる石ころに過ぎず、空虚な未来に対して粗野な吐息

を吐く者であり、自らの口答えの中のきたない言葉に対し

て激怒する者だ、ということである。いや、もっと厳密に

言えば、彼は３度だけ変化したイニシャル【HCE を HEC と

いったりしたこと】に過ぎないが、貧しい者にとっての、

部屋という世界を超えた、世界という部屋に入る主要な鍵

なのだ。また運河沿いで一緒に暮らしていた彼の死んだ仲

間たちは、クルト・アイユルド・ヴァン・ダイク【原文の

イニシャルが KIDになるので、「子供」を暗示。この場合

は HCEのこと】（居場所の定まった、実態がはっきりとし

ている住民が知覚する引力と、実態がはっきりしていない、

我々の宇宙の中をたまたま通りかかるだけの彗星の支配

力は、彼の真正なる人間性を仄めかしている）に関して、

彼の４次元立方体としての存在の正当性を、哀れにも深く

また長い間疑ってみたいと思うようなこともほとんどな

かった。じっとしていろ、アア、機転を利かせよ！ 黙っ

て彼に語りかけよ！ 楡の葉よ、黙していよ！ 

 (101)あちらこちらの女性たちが訝しんでいた。彼女は

早く流れるのか、と。 

 私たちにすべてを語って。私たちはすべてを耳にしたい

から。だから私たちに彼女についてのすべてを語って。お

転婆娘のように見えるように、淑女のようにも見えるのか

どうかを。そしてまたなぜそう見えるのかを。そして彼が

彼ら【子供たち？】と同じように、自分の部屋の窓を閉め

たのかどうかを。メモと問いによって、断片的情報と答え

を。笑いと叫び声をともないながら、人生の浮き沈みにつ

いて。サア、お互いの声を聞きましょう。そしてそれを記

載しましょう。そして薔薇の葉を滑らかにしましょう。戦

いは終わったのよ。勝利したのよ勝利したのよ勝利したの

よ勝利したのよ。それはユニティー・ムア【20世紀初頭の

女優】だったのか、それともエステラ・スウィフト【ステ

ラはジョナサン・スウィフトが、親密な関係にあった、使

用人の娘エスター・ジョンソンに与えた愛称】だったのか、

それともヴァリーナ・フェイ【ヴァリーナはスウィフトが

恋愛関係にあったジェイン・ウェアリングの愛称】だった

のか。それとも第４の女性だったのか。トーマス、伯父さ

んに場所を譲りなさい！ 少女たちよ、つまらぬことは言

わないように！ 誰なのだろうか。しかし、（尋ねるのは

２度目だ）いつも問われていることだが、人口の多いルー

カンやチャペリゾッドといった地域で、あの時公園での災

いの元となったのは誰なのだろうか。こうした問いは、HCE

のような頭を上げ直立した人類が出現した時よりもずっ

と後の時代において、ピーボディー【アメリカの商人、慈

善家】の持っているお金はどれほどの金額かとか、もっと

直裁に言えば、ウェリントンの白いネクタイの産地はどこ

かとか、もっと新生代の時代でいうならば、誰がバークレ

ーを襲ったのかとかいう問いと同じように、いつも問われ

ているものだ。尤も最後の問いについては、当時と同様今

日でも、当意即妙の答え方を知っている、生まれてから 140

ヶ月かそれ以上たった女子生徒や、可愛い金髪の少女や、

燃えるような赤いウェーブの髪をもった、ダブリンの城壁

の近くに住む、戦時中の妻や平和時の未亡人なら、襲った

のがバークリーその人で、卑劣にも１人でいるときに襲わ

れたのがバークリーではなく（このことについて語るには、

役に立たない新聞はいかなるものも必要ない）、そう！ 

そのとおり！ ロシアの将軍であることを常に、確実に、

皆知っている。３カ所のアイルランド政庁にスパイとして

雇われ、この毒を持っていた、人の詮索に明け暮れる人物

はどのような人物なのだろうか。憎しみに満ちた笑みの売

り手はどの人物なのだろうか。あのような悪意ある辛辣な

文句は、料金発信者払いであれ料金受取人払いであれ、貼

付用の女王陛下の頭、つまりあの地味な悪臭漂う絆創膏の

シール【切手】【を貼った封筒に入れる】なら覆うことが

出来るだろう！ 温泉場の鉱泉水を飲むための大社交広

間に集まった女たらしたちは、９日間冷笑の言葉を吐いて

いたし、またバケツでビチャビチャ音を立てている洗濯女

たちも、おまけに普通のオランダ人やポーランド人も、新

聞のジョーク欄も、女房たちも、星が煌めいている時に、

彼女の口のない顔【川】の上流地域や彼女の一時的な波が

彼女の旦那なのだと、未だ思って彼女をからかっていたの

だが、こうした中、誰よりも彼に近い者、誰よりも彼にと

って親愛なる者、朝早くにまず最初に彼の心を温める人物、

家長である彼と絆を保っていた女性、息子の息子たち全員

の祖母である者、この彼女は彼の目を彼女のベッドへと向

けさせ、１本の歯を子供に与え、ついには 1 本の歯を 111
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人に与えたのだ。私とあなたに！ 一番下の息子と可愛い

娘に！ 腹が減った者と機嫌が悪い者に（もし彼女が彼女

の歯よりも歳をとっているとしても、(102)あなたの髪よ

りも若い髪を持っているのだよ、あなた！）。彼女は彼を、

彼が落下したあとでも守り、容赦なく彼の目を覚まさせ、

彼にやる気を起こさせ、彼に能力を持たせた。彼のそれぞ

れの鼻翼にアゼリアの花をかざした。彼女は休むことなく

走って彼を探し求めるであろう。そしてついにはそうしな

がら、遠くの真珠層の海（水、雨、尿）を探す中で、海の

助けを得て彼の偉大さの影の部分、屈曲した部分を隠して

しまうことになるであろう。そして彼女は立ち上がり、峻

烈の名の下、この耄碌した者のために、珊瑚礁の古い下界

を焼き払い、地域住民を引き連れ、あちこちで時を空費し

ながらも、娼婦が使うようなブローグ【粗革製の靴】とコ

ランダー【野菜などの水切りに使うボール型の水切り】の

ようなバッスル【スカートを膨らませるための昔の腰巻】

を身につけ、小さなボレロとボアなどを着、髪飾りとして

20 の２倍の数の古臭い巻き毛を作り、目には眼鏡をかけ、

耳には鋤【のような眼鏡の端】をつけ、パリジェンヌとし

ての素晴らしい鼻には十字架【のようなメガネのブリッジ】

を乗せ、暖かな冬の七旬節の日曜日に鳴るような、教会の

境内のカランカランという音が鳴っている中、クリスマス

の日から、ポーンやビショップやルークを駒入れ用袋に入

れて、ペロタ【スペインや中南米で行われる球技】で使わ

れるボールのように球形にし、誇らしげに自転車のサドル

にまたがって、１人で前を進んでいった。バスク地方の偉

大なる最高の閣下 HCE のために。彼を中傷する者の頭を

粉々にしようと。 

 誠に小さき者よ、さらに一層この死者を弁護せよ！ こ

の都市の聖母マリアよ、あなたの温かき心に宿る慈悲を与

えたまえ！ この庭師は紅茶以上の存在なのだ。薬剤師と

しての言葉をもたらすのだ。彼の邪魔をしてはならない。

そして旅人である諸君、彼を休ませよう！ そして彼の墓

場のいかなる埋葬品も取っていってはならない！ そし

てまた彼の墳墓を損なってはならない！ 死をもたらす

ツタンカーメンの呪いがかかっているのだ。気をつけよ！ 

しかし小柄な婦人が待っている。彼女の名前は A.L.P.そし

て諸君も同意するだろう。彼女は彼女でなければならない、

と。というのも、愛らしい髪の房を背中にかけているから

だ。彼はその愛の力を無鉄砲なハーレムの女たちの間で使

った。ポピー・ナランシー【オレンジ色のケシの花の意味】、

ジャリア【黄色の意味】、クローラ【緑色の意味】、マリ

ンカ【マリンブルーの意味】、アニリーン【藍色の意味】

そしてパルメ【スミレ色の意味】。彼女たちめいめいは、

その気まぐれさがどんなものであれ、虹の１つ１つの色の

気質を持っていた。しかし彼はそれへの対処法を打ち出し

た。今日はちょっとした喧嘩、今夜はキス、そして明日は

永続的恋慕。でも、子供を持って不自由な身体でいる者【イ

ヴとしての ALP】以外の誰が、汗を垂らしている者【アダ

ムとしての HCE】を弁護するのであろうか。 

 

彼に彼女の 9990 項目の借地権【自分の建物 

を建てるために他者の土地を借りる権利】と、 

長い巻き毛と、上品に染めた普段着を売って 

しまった。【結婚を意味する】 

役立たずの、だまされやすい大カモは、 

それを全部鵜呑みにした。  

その現金払いはどのようにやったのか。 

ろくでなしめ！ 

アイランド・ブリッジで彼女は海流に 

出会った。 

いいぞ、やったぞ、やったやった！ 

フィンは流れ、彼女はそれに乗った。 

いいぞ、やったぞ、やったやった！ 

我々は皆大騒乱に巻き込まれた。 

それは彼女が我々に対して起こしたこと！ 

悲しむべきことだ！ 

 

 遊牧民もまたいかなる者も、ネブカドネザル王【HCE】

とともに放浪することはないかもしれないが、ナアマン

【ヨルダン川での水浴で自分の癩病を治した、聖書中のシ

リア人の隊長】にもまたいかなる者にも、ヨルダン川【ALP】

のことを笑わせてはならない！ というのも、我々は、ま

さにこの我々は、彼女の石碑の上にかかっていたシートを

取り、そこで彼女の木に我々の心をかけたからだ。そして

我々はバビロンの水辺で、彼女が我々に願ったように、耳

を傾けるのだ。 

 

 

（注） 
 『フィネガンズ・ウェイク』 の原典は、James Joyce, 

Finnegans Wake (New York: Viking Press, 1947)を使用

した。本文中の （ ） 内の数字は、Finnegans Wake の

原典のページを表す。【 】内の日本語は、該当個所の内

容を筆者なりに解説したものである。（ ）内の日本語は、

原典の（ ）内を訳したものである。太文字の箇所は、書

名と曲名を除いた原典のイタリック体の箇所である。 
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要旨： ジェイムズ・ジョイス著『フィネガンズ・ウェイク』の第１部第４章 75ページの 1行目から 103

ページの 11行目までを訳出した。逐語的に訳した箇所もあるが、内容をくみとりながらその主意を表した

箇所もあり、「概要」といった題名にした。この第 4 章では、HCE の死と墓、復活への兆し、フェスティ王

（HCE）の裁判の模様、無罪放免後の彼の動向についての各噂話、４博士の議論、ALP の HCE への愛情等が

モチーフとして扱われている。 
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